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１．栄養・食生活

　（１）適正体重を維持するための知識の普及　

　　①成人女性のやせ（20歳代）［BMI 18.5未満］及び成人男性の肥満［BMI 25.0以上］の減少

　　②児童・生徒の肥満［標準体重の＋20％以上］の減少

　　③体重の変化を気にしている人（成人）の割合の増加

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

給食施設指
導事業

①個別指導（各施設を個
別に巡回し，現地指導を
実施。電話，来所による
相談
②集団指導（テーマに応
じ職種別，施設種類別に
研修会を開催）
③調査報告（各給食施設
の運営・栄養管理状況を
把握するため年２回調査
実施

他課
（学校保健課・
保育運営課）

柏市保健所管
内集団給食研
究会

・肥満及びやせ
の割合の減少

・啓発媒体活用
増加

△ △ △ ○ ○ △

給食施設指導件数

・平成26年度より各施設に
おける肥満及びやせの割合
を把握している。平成28年
度と平成26年度の結果を比
較し，国基準の＋5%以上の
施設に対し，改善に向けて
の計画を立て実施できるよう
指導・助言した。
・3年分のデータを活用して
クロス集計し，多方面から改
善策を検討する。
・喫食者への直接的な指導
が難しい施設で活用できる
媒体を作成し，個別指導を
行うきっかけづくりの支援を
引き続き行う。

・各施設の割合変動
を確認し，増加傾向
にある施設や，該当
割合が多い施設にお
ける改善対策の指導
・助言を継続して行う
。
・新たな改善案を検討
し，積極的に取り組ん
でいく。

H24 H25 H26 H27 H28

20件 34件 22件 35件 29件

「肥満に該当する者の割合」の増加施設割合
（国基準：，H26年度比＋5%以上）

－ － － 1.0% 1.0%

「やせに該当する者の割合」の増加施設割合
（国基準：，H26年度比＋5%以上）

－ － － 1.0% 1.0%

「肥満に該当する者の割合」の増加施設割合
（各施設における前年度比増）

－ － － 47.0% 41.0%

「やせに該当する者の割合」の増加施設割合
（各施設における前年度比増）

－ － － 39.0% 37.0%

学校教
育部
学校保
健課

学校給食提
供事業
（小学校）

給食を生きた教材とし
て，児童を対象に適切な
摂取量や，成長に必要な
栄養分を習得する。

また，養護教諭と連携
し，咀嚼の重要性や栄養
バランスの取れた食事，
栄養と運動の両面を意
識することで，健康な生
活習慣を習得するため
の食育事業を行う。

学校歯科医

定期健康診断
における肥満
【標準体重の＋
20%以上】の人
数の減少

○

 給食実施回数(平均) 定期健康診断において肥満
度＋２０％以上の割合を減
らすことが出来た。

平成２９年度においても，給
食を生きた教材として，児童
を対象に適切な摂取量や，
成長に必要な栄養量につい
て指導していく。

学校栄養職員・栄養教諭と
養護教諭とが連携し，健康
な生活習慣を習得するため
の食育の授業等を行う。

平成28年度より，「やせに該
当する者の割合」を，指標と
して追加する。

平成２８年度に取り組
んだ歯科医と連携し
た「よく噛んで食べる
とよいこと」の授業は
効果的であり，多くの
学校でも実践できるよ
う，指導案の公開や
授業公開を積極的に
実施するよう働きかけ
る。

 H24  H25  H26  H27  H28 

 185回  185回  185回  185回  185回 

 対象者数 

21,465人 21,430人 21,448人 21,525人 21,690人

 肥満【標準体重の＋２０％以上】の人数 

1,479人 1,432人 1,430人 1,396人 1,506人

 肥満【標準体重の＋２０％以上】の割合 

6.9% 6.7% 6.7% 6.5% 6.9%

 やせ【標準体重の-２０％以上】の人数 

 258人  347人  262人  284人 

 やせ【標準体重の-２０％以上】の割合 

1.2% 1.6% 1.2% 1.3%
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

学校教
育部
学校保
健課

学校給食提
供事業
（中学校）

給食を生きた教材とし
て，生徒を対象に適切な
摂取量の体得，成長に
必要な栄養分を習得す
る。

また，養護教諭と連携
し，咀嚼の重要性や栄養
バランスの取れた食事，
栄養と運動の両面を意
識することで，健康な生
活習慣を習得するため
の食育事業を行う。

学校歯科医

定期健康診断
における肥満【
標準体重の＋
20％以上】の人
数の減少

△

（

中
学
生
の
み

）

給食実施回数(平均)

定期健康診断において肥満
度＋２０％以上の割合を減
らすことが出来た。

平成２９年度においても，給
食を生きた教材として，生徒
を対象に適切な摂取量や，
成長に必要な栄養量につい
て指導していく。

学校栄養職員・栄養教諭と
養護教諭とが連携し，健康
な生活習慣を習得するため
の食育の授業等を行う。

平成28年度より，「やせに該
当する者の割合」を，指標と
して追加する。

肥満の割合が増える
傾向にある時期で，
ダイエットへの意識も
高まってくる。痩身も
含め，適正な体重管
理ができる正しい知
識を指導していく。

H24 H25 H26 H27 H28

180回 180回 180回 180回 180回

対象者数

9,823人 9,886人 9,909人 9,936人 9,939人

肥満【標準体重の＋２０％以上】の人数

715人 746人 778人 704人 719人

肥満【標準体重の＋２０％以上】の割合

7.3% 7.5% 7.9% 7.1% 7.2%

やせ【標準体重の-２０％以上】の人数

251人 295人 247人 231人

やせ【標準体重の-２０％以上】の割合

2.5% 3.0% 2.5% 2.3%

保健福
祉部
福祉政
策課
福祉活
動推進
課

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しな
がら，健康づくり事業の
効果的な連動と地域を
基盤とした市民主体の活
動を推進

医師会，歯科医
師会，薬剤師
会，東京大学，
ふるさと協議
会，社会福祉協
議会，民生委員
児童委員，柏市
民健康づくり推
進員，スポーツ
推進委員，東葛
北部栄養士会，
リハビリテーショ
ン連絡会，地域
包括支援センタ
ーなど

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

○ ○ ○

推進委員会実施回数
・柏フレイル予防プロジェクト
2025推進委員会において，「
フレイル予防の概念の下，「
三位一体（栄養 ・ 運動 ・ 社
会参加）」の活動を通じた健
康で充実した生活を営める
健康長寿のまちを目指す」と
した目標を掲げ，フレイル予
防によるまちづくりの実現を
目指す。
・H29年度は引き続きフレイ
ルチェックを基盤として市民
の意識(気づき)，行動変容を
創出し，健康づくり・介護予
防の地域展開を図っていく。
・庁内連携体制については，
健康づくり業務庁内連絡会
等を活用し，施策の横断的
な具体連携を図っていく。

・フレイル予防による
まちづくりの実現を目
指し，柏市，地域活動
団体，職能団体が一
体，連動した活動を
実践していく。
・関係部署等の計画
との連動による一体
的な施策の実践を図
っていく。

H24 H25 H26 H27 H28

－ － － 1回 3回
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
福祉活
動推進
課

フレイル予防
事業

主に高齢者に対するフレ
イル（介護予防）事業の
うち，栄養をテーマとした
プログラムについて，管
理栄養士等が講座を行
う。

東葛北部在宅
栄養士会，地域
包括支援センタ
ーなど

市民の意識・行
動変容（栄養の
改善）

〇 〇

フレイル予防講座（栄養）の参加者数

柏フレイル予防プロジェクト
2025推進委員会と連動し，
平成28年度より取り組みを
開始した。
楽しく学べるような効果的な
プログラムの考案が課題だ
が，関係機関と連携し，平成
29年度も引き続き実施して
いく。

介護予防の拠点施設
である介護予防セン
ターのほか，市内全
域に展開できるよう，
地域包括支援センタ
ー主催の教室や出前
講座等においても実
施する。

H24 H25 H26 H27 H28

介護予防センター主催の教室

― ― ― ― 133人

フレイル予防出前講座

― ― ― ― 85人

地域包括支援センター主催の教室

― ― ― ― 372人

保健所
成人健
診課

市民生
活部
保険年
金課

健康づくり相
談

健康診査の結果により，
生活習慣改善の必要な
かたに，保健師・管理栄
養士が個別相談を行い，
個人の生活に即した具
体的なアドバイスを行う。

健康診査の結
果により，生活
習慣改善の必
要なかたに，保
健師・管理栄養
士が個別相談
を行い，個人の
生活に即した具
体的なアドバイ
スを行う

○ ○ ○

相談者数

希望者の相談内容に即して
アドバイスを行った。

平成29年度からは保険年金
課で特定健診および75歳以
上の健診受診者の事後フォ
ローとして継続実施する。

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

138人 132人 88人 115人 98人

市民生
活部
保険年
金課

柏市国民健
康保険  
特定保健指
導

特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，6ヵ月間の生活習慣
改善のための特定保健
指導を実施。

・柏市医師会
・ＪＡ（ちば東葛，
東葛ふたば，い
ちかわ）
・千葉県厚生農
業共同組合連
合会

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

○ ○

特定保健指導実施率

メタボリックシンドローム該
当者及び予備群の割合は
男性の60歳代以上で増加し
ていることから，通知や電話
で特定保健指導の利用勧奨
を行い，指導実施率は向上
した。

医療機関や衛生部門
等，関係部署との連
携により更に生活習
慣病の発症，重症化
予防の取り組みを推
進する。

H24 H25 H26 H27 H28

18.3% 18.9% 15.0% 20.1%
11月1日
以降確定

3



　（２）野菜の摂取量の増加

　　④野菜摂取量の増加の割合（成人）

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

給食施設指
導事業
(※）

①個別指導（各施設を個
別に巡回し，現地指導を
実施。電話，来所による
相談
②集団指導（テーマに応
じ職種別，施設種類別に
研修会を開催）
③調査報告（各給食施設
の運営・栄養管理状況を
把握するため年2回調査
実施

他課
（学校保健課・
保育運営課）

柏市保健所管
内集団給食研
究会

・給食施設の食
品構成における
野菜摂取量の
増加
・野菜料理の残
渣量の減少
・ヘルシーメニュ
ーの提供増加
・啓発媒体活用
増加

△ △ △ ○ ○ △

給食施設指導件数
・個別巡回指導時に，栄養
教育未実施の施設に対し，
野菜プラスひと皿の啓発資
料を提供した。今後も啓発を
継続する。
・集団指導として，給食施設
従事者研修会において，栄
養管理について説明し，適
切な野菜摂取量を確保でき
る献立とするよう，指導・助
言していく。
・今年度は新たに，個別巡
回において，食品構成や野
菜摂取量についての聞き取
りに力を入れ，必要に応じて
助言していく。

･個別巡回で聞き取り
をした野菜摂取量に
ついて考察し，新たな
改善案や啓発案を検
討する。

H24 H25 H26 H27 H28

20件 34件 22件 35件 29件

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

健康づくりに関するリーフレ
ットを作成し，伝えたいことに
的を絞って実施した。また，
他課とも連携をし，それぞれ
の場を生かした啓発を行っ
た。
29年度も同様に行っていき
たい。

・増進計画の目標値
達成に近づける内容
の啓発を行っていく

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（栄養・食生活）

H24 H25 H26 H27 H28

ー ー 1,681人 365人 1,076人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

栄養改善事
業

平成２９年度新規事業

①「野菜を食べよう柏協
力店」事業　

②「柏シェフ'Sキッチン」
事業

①柏市保健所
管内調理師会
庁内関係各課

②柏市保健所
管内調理師会
市内の大学
庁内関係各課

①野菜を食べる
ことのできる食
の環境整備とす
る。

②主に２０歳
代，３０歳代の
若い世代に周
知をし，食に関
心を持たせる場
とすること。ま
た，友達づくり
の場とする。

△ △ △ ○ △ △

①登録店舗数／②参加者数 ①平成２９年度は，食品衛
生講習会，広報かしわ，柏
市ホームページの活用，調
理師会理事会等の協力を得
ながら周知を図り，登録店
舗を増やすことが課題であ
る。

②平成２９年度は，シェフを
講師に迎え，野菜１２０ｇ以
上含まれる調理実習を２回
実施。
野菜の美味しさを知らせるこ
とと併せ，料理をするきっか
けづくりと，友達づくりの場と
する。
広報かしわ，柏市ホームペ
ージ，調理師会，大学の協
力による周知を行う。　

①店舗数の増加。
②参加者数の増加。

H24 H25 H26 H27 H28

ー ー ー ー ー

経済産
業部
農政課

食の安全・安
心対策推進
事業

市職員が農産物をサン
プリングし，放射性物質
検査を行う。また，検査
結果についてホームペー
ジや広報などを通じて公
表。

①千葉県
②㈱アトックス
技術開発センタ
ー

食の安全・安心
を確保する。

○ ○

検査品目数・検体数
消費者の不安を取り除き，
安心して地元の農産物を購
入できるよう継続的に検査
を実施していく。また，検査
の頻度等に関しては，放射
性物質による影響範囲を見
極めながら，費用と効果の
バランスを配慮しながら実施
していく。

検査や生産者への助
言等を通じて，引き続
き食の安全安心を確
保していく。また適
宜，情報を発信するこ
とで，風評被害の防
止に取り組んでいく。

H24 H25 H26 H27 H28

106品目
532検体

 99品目
412検体

63品目
213検体

52品目
239検体

48品目
133検体
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　（３）朝食を意識した，バランスのよい食生活の普及

　　⑤朝食の欠食率の減少

　　⑥食事のバランスのよい割合（成人）の増加

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
福祉活
動推進
課

栄養改善事
業

国が定めた「2次予防事
業対象者把握事業」によ
り選定された「低栄養ハ
イリスク者」の中から，栄
養個別相談の希望者に
対して，在宅に訪問し，
食生活のアセスメントか
ら，栄養指導・栄養相談・
調理実習の実践を経て
（6回訪問），適正体重を
保ち，要介護状態の予防
を図るもの

①東葛地区在
宅栄養士会　　　　　　　　　　　

②包括支援セン
ター

低栄養の改善 ○

栄養改善事業参加状況

H24 H25 H26 H27 H28

対象者数

232人 269人 349人 廃止 廃止

参加者数

6人 9人 7人 廃止 廃止

保健所
地域健
康づくり
課

母子保健食
育

＜ママパパ学級・ママパ
パクッキング＞
妊娠期の食生活支援

＜離乳食教室＞
離乳食のすすめ方

＜母と子のつどい・歯ピ
カ・幼児健診＞
栄養講話と個別相談

「バランスのとれ
た食事を規則正
しくとる健康的
な食習慣」を定
着させるため，
母子保健サービ
スを活用し，健
康づくりの意識
づけをする。

○ △

３歳児健康診査における主食・主菜・副菜を
そろえた朝食の率

朝食の内容をみると，主食・
主菜・副菜をそろえた割合は
大きな変化は見られなかっ
た。
妊娠期から幼児期の食への
関心が高まる時期に，各事
業を通じて家族の健康づくり
のためのバランスの良い食
事について啓発を行い意識
付けができた。
ニーズの高い離乳期の支援
強化の為，H28年度より後期
離乳食教室を開始した。定
員に対する参加割合は約9
割であり，満足度も高かった
。引き続き， 切れ目ない支
援を実施していく。

引き続き，各事業を
通じてバランスのとれ
た食事について啓発
をしていく。

H24 H25 H26 H27 H28

― ― 28.0% 22.8% 23.6%

保健所
地域健
康づくり
課

栄養改善事
業
（※）

・栄養士業務連絡会(栄
養改善・健康増進等の支
援の推進を検討）　
・健康ちば協力店登録推
進（健康づくりの取り組
みを実施する飲食店の
登録）
・栄養関係団体育成（栄
養・健康づくりを担う関係
団体の育成）　　
・講演会の企画（食育推
進研修会，給食施設従
事者研修会，千葉県調
理師講習会講師）

・柏市保健所管
内調理師会
・柏市保健所管
内集団給食研
究会
・柏市医師会

関係課，関係団
体との連携によ
り食事のバラン
スのよい割合が
増加

△ △ △ △ △ △

研修会実施回数

研修会等の機会を活用し，
食に関わる団体に対し，柏
市民の食の課題を共有して
います。
各施設において，バランス
のとれた食事の提供により，
食の環境整備に取り組みま
す。

継続し，関係各課，関
係団体との協働によ
り，食の環境整備に
取り組んでいく。

H24 H25 H26 H27 H28

3回 3回 3回 3回 ３回
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

こども部
保育運
営課

クッキング保
育

園児が種まきをする前
に，豊作を願い集会を開
き，栽培～収穫への意欲
を育てる。保育園の園児
が，作物を栽培し，育て
た作物と同じ野菜を利用
し，5歳児がクッキングを
行い食べる。

各公立保育園
の保育士，調理
員と保育運営課
栄養士との連携
※一部の保育
園では，地域住
民との連携有り
。

自分たちで育て
たものを，友達
と一緒に調理
し，食べる喜び
を味わうことで，
食に関心を持つ
。

○

クッキング保育実施園数 園児が自分たちで栽培収穫
した野菜と同じ種類の野菜
を使用することで，栽培から
調理までを関連付けて取り
組むことができた。また，苦
手な野菜など，調理方法に
よって食べられることに気が
付き，バランスのよい食生活
に向けた，きっかけ作りがで
きた。クッキング保育の実施
後は家庭でも料理をつくるな
ど，食への興味が広がった。
園児が日々の給食において
も，より関心がもてるよう調
理員と交流や，また，家庭で
の会話や知識の普及につな
がるよう食育を進めていく。
また，給食だより等レシピを
紹介し保護者へ情報発信を
していく。

園児へ食育を通して，
家庭での会話や知識
の普及につながるよ
うなクッキング保育を
継続していく。

H24 H25 H26 H27 H28

22園
(5歳児全
員参加）

22園
(5歳児全
員参加）

22園
(5歳児全
員参加）

22園
(5歳児全
員参加）

22園
(5歳児全
員参加）

生涯学
習部
中央公
民館

成人教育事
業
「食育講座」

食に関する課題を踏ま
え，講義や調理実習など
をとおして，食に関する
知識や関心を高める。

―
豊かで健全な食
生活を実践でき
る

○ ○ ○

講座実施状況

男性料理初心者を対象に，
講義と実習をセットにした講
座を実施した。具体的で取り
組みやすい内容に満足の声
が多かった。内容を充実さ
せ，引き続き実施していく。

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

実施回数

2回 2回 2回 2回 2回

参加者数

45人 42人 59人 26人 24人

学校教
育部
学校保
健課こ
ども部
保育運
営課
保健所
地域健
康づくり
課

子ども健康
プロジェクト

子ども健康プロジェクトの
一環として、柏市の学校
給食のメニューを学校給
食クックパッドに掲載。
 パソコンや携帯からでも
アクセスして、レシピを確
認することができ，バリエ
ーションに富んだ給食メ
ニューを家庭で作ること
ができる。

学校保健課，保
育運営課，地域
健康づくり課の
栄養士が連携し
掲載。

簡単でバリエー
ションに富んだ
人気のある給食
メニューを周知
することで，調
理をする意欲を
高める。

○ ○ ○ ○ ○

年間レシピの閲覧数(年度)と月平均閲覧数

平成２７年１月から毎月２レ
シピ程度掲載。
平成２８年度は学校給食を
掲載。
平成２９年度からは，保育園
給食及び離乳食を掲載し，
より若い世代が活用しやす
い内容として取り組む。

継続し，関係各課連
携のもと，取り組んで
いく。

H24 H25 H26 H27 H28

- - - -

年間閲覧

数

395,550件

月平均 
32,962件
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２．身体活動・運動

　（１）運動習慣の定着

　　①運動習慣者の割合の増加

　　②20～59歳のほとんど運動していない人の割合の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

地域づく
り推進
部
協働推
進課

各種スポー
ツ教室の開
催

＜JR野球教室＞
市内中学校23校の中学2
年生を対象に，JR東日
本野球部の選手達をコ
ーチに招き開催
＜バスケットボール教室＞
市内ミニバスケットボー
ルチームに所属している
小学生を対象に日立サ
ンロッカーズ／JX-
ENEOSサンフラワーズの
選手をコーチに招き開催
＜ティーボール教室＞
実施希望のあった市内
小学校を対象にYBC柏
の選手をコーチに招き開
催
＜ランニングクリニック＞
市内在住・在勤・在学の
方を対象に積水化学女
子陸上競技部の選手を
コーチに招き開催

JR東日本野球
部

日立サンロッカ
ーズ

JX-ENEOSサン
フラワーズ

YBC柏

積水化学女子
陸上競技部

市のスポーツを
活かしたまちづ
くりの推進

参加者の技術
向上やホームタ
ウンチームであ
る柏市への愛
着を深めること

○ ○ ○ ○ ○

各スポーツ教室参加者合計

幅広い年齢層を対象に各種
スポーツ教室を開催し，スポ
ーツに触れる機会を提供した
。
平成２９年度も引き続きホー
ムタウンチームと連携し，各
種スポーツ教室を開催する。

ホームタウンチームと
連携した事業を展開す
ることで，市民が柏市
への愛着を深めるとと
もに，東京オリンピック
・パラリンピックに向け
スポーツへの関心や参
加機会を増進し，スポ
ーツを活かしたまちづく
りを推進する。

H24 H25 H26 H27 H28

※バスケ
ットボー
ル教室
未実施

※ランニ
ングクリ
ニック
未実施

※バスケ
ットボー

ル教室未
実施

1,349人 861人 689人 885人 597人

保健福
祉部
障害福
祉就労
支援セ
ンター

介護予防事
業（運動でか
らだ元気塾）

要介護状態に陥る可能
性のある高齢者に対し，
専門職が，個々の身体
機能に応じた運動内容を
助言し，実践する。

地域包括
支援センター

週に1回，6ヶ月
間にわたり運動
を行うことで，自
身に必要な運動
方法を理解し，
運動習慣の定
着が図れる。

〇

事業効果のあった参加者割合

二次予防事業から一次予防
事業として広く普及啓発する
ため，平成26年度をもって廃
止。平成27年度からロコモフィ
ットかしわ事業に移行した。

H24 H25 H26 H27 H28

88.4% 73.1% 86.0% － －

保健福
祉部
福祉活
動推進
課

市民生
活部
保険年
金課

フレイル予防
事業（ロコモ
フィットかし
わ）

市民の身近な地域にお
いて，ロコモティブシンド
ローム（運動器症候群）
の予防に関する座学と運
動指導を行う。

（40～64歳の国保被保険
者も含む）

柏市在宅リハビ
リテーション連

絡会，東京大学
高齢社会総合

研究機構，地域
包括支援センタ

ーなど

市民が主体的
にロコモ予防に
取り組むことで，
生活習慣病予
防，介護予防を

推進する。

△ 〇

ロコモフィットかしわ参加者数
年々会場数を増加し，平成28
年度は25会場，245回開催，
延4,631人が参加した。ロコモ
予防の重要性について市民
への理解が深まっている。
教室終了後も市民主体で取り
組めるよう，自主化支援も行
い，29グループが活動中。
平成29年度も同様に，25会場
での開催及び自主化支援を
行う。

事業分析を基に，引き
続きロコモ予防に取り
組む必要性のある地
域での事業継続と，地
域リハビリテーション活
動支援事業等を活用し
た自主化支援を行う。

H24 H25 H26 H27 H28

－ 127人 658人 1,018人 1,168人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
福祉政
策課
福祉活
動推進
課

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025
（＊）

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しな
がら，健康づくり事業の
効果的な連動と地域を
基盤とした市民主体の活
動を推進

医師会，歯科医
師会，薬剤師
会，東京大学，
ふるさと協議
会，社会福祉協
議会，民生委員
児童委員，柏市
民健康づくり推
進員，スポーツ
推進委員，東葛
北部栄養士会，
リハビリテーショ
ン連絡会，地域
包括支援センタ
ーなど

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

○ ○ ○

推進委員会実施回数
・柏フレイル予防プロジェクト
2025推進委員会において，「
フレイル予防の概念の下，「
三位一体（栄養 ・ 運動 ・ 社
会参加）」の活動を通じた健
康で充実した生活を営める健
康長寿のまちを目指す」とした
目標を掲げ，フレイル予防に
よるまちづくりの実現を目指
す。
・H29年度は引き続きフレイル
チェックを基盤として市民の意
識(気づき)，行動変容を創出
し，健康づくり・介護予防の地
域展開を図っていく。
・庁内連携体制については，
健康づくり業務庁内連絡会等
を活用し，施策の横断的な具
体連携を図っていく。

・フレイル予防によるま
ちづくりの実現を目指
し，柏市，地域活動団
体，職能団体が一体，
連動した活動を実践し
ていく。
・関係部署等の計画と
の連動による一体的な
施策の実践を図ってい
く。

H24 H25 H26 H27 H28

－ － － 1回 3回

保健福
祉部
福祉活
動推進
課

フレイル予防
事業
（※）

主に高齢者に対するフレ
イル（介護）予防事業の
うち，身体活動をテーマ
としたプログラムについ
て，リハビリテーション専
門職，運動トレーナー等
が講座を開催する。

柏市在宅リハビ
リテーション連
絡会，柏市社会
福祉協議会，柏
市地域包括支
援センターなど

市民の意識・行
動変容（身体活
動の促進）

〇 〇

フレイル予防講座（運動）の参加者数

柏フレイル予防プロジェクト
2025推進委員会と連動し，平
成28年度より取り組みを開始
した。
平成29年度も引き続き実施し
ていく。

介護予防の拠点施設
である介護予防センタ
ーのほか，市内全域に
展開できるよう，地域
包括支援センター主催
の教室や出前講座等
においても実施する。

H24 H25 H26 H27 H28

介護予防センター主催の教室

― ― ― ― 8,625人

フレイル予防出前講座

― ― ― ― 1,157人

地域包括支援センター主催の教室

― ― ― ― 704人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

地域ウォーク

＜地域ウォーキング講座
＞
柏市民健康づくり推進員
が主催し，各地域で住民
同士の仲間づくりとウォ
ーキングをはじめるきっ
かけづくりを図る

＜手賀沼ふれあいウォ
ーク＞
歩くことが好きな市民を
増やす目的で開催する。

＜ウォーキングパスポー
ト＞
身近な運動である「歩くこ
と」が好きな市民が増
え，主体的・積極的な健
康づくりが進められるよ
う，ウォーキングパスポ
ートの活用促進を展開す
る。

柏市民健康づく
り推進員
市民ウォーキン
グ団体
千葉県ウォーキ
ング協会
我孫子市

・歩くことが好き
な市民が増える

・市民が運動を
始めるきっかけ
となる

○ ○ ○ ○ △

実施状況
＜地域ウォーキング講座＞
柏市民健康づくり推進員が主
催し，各地域で住民同士の仲
間づくりとウォーキングを始め
るきっかけづくりをしている。

＜手賀沼ふれあいウォーク＞
当日早朝より荒天のため参加
者が大幅に減少した。
昨年度から，実施日を11月の
第三土曜日と固定したことか
ら，市民の意識付けが出来る
ような定番のイベントとなるよ
う，周知啓発を行実施する。
今後も引き続き，我孫子市等
関係機関と連携し実施してい
く。

＜ウォーキングパスポート＞
今年度より全面リニューアル
した。従来の配布場所は当課
の窓口のみであったが，市内
全近隣センターや窓口に配架
し市民が目にし，手に取りや
すい様にした。また内容も，刷
新し，到達歩数を低めに設定
。市民の達成感を高められる
ように工夫した。今年度発行
数の伸びを確認し，評価をし
ていく。

これまでの取り組みに
加え，市民の運動への
動機付けとなるような
媒体を作成する。

H24 H25 H26 H27 H28

地域ウォーキング講座実施回数

13回 18回 16回 12回 17回

地域ウォーキング講座参加者数

239人 274人 235人 251人 374人

手賀沼ふれあいウォーク実施回数

1回 1回 1回 1回 1回

手賀沼ふれあいウォーク参加者数

664人 773人 842人 1,189人 207人

ウォーキングパスポート発行数

110人 388人 597人 224人 123人

保健所
地域健
康づくり
課

地域運動講
座

柏市民健康づくり推進員
が主催するウォーキング
以外の運動講座

柏市民健康づく
り推進員

・市民が運動を
始めるきっかけ
となる

・市民の運動時
間が増える

○ ○ ○

地域運動講座実施状況 柏市民健康づくり推進員が主
催し，地域の課題や実情に応
じた健康講座を実施している
。誰でも簡単に取り組めるラ
ジオ体操や自分の体力年齢
を知って日々の運動習慣につ
なげるといった内容が多くみ
られた。今後も推進員を通し
て地域住民の運動をする意
識を高めていけるよう波及し
ていく。

増進計画の目標値達
成に向けて，推進員が
主体的となって市民へ
運動習慣の動機付け
となるよう，推進員が
主体となって企画や啓
発活動をしていく。

H24 H25 H26 H27 H28

実施回数

2回 4回 7回 10回 13回

参加者数

118人 98人 257人 470人 557人

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（※）

イベント等の中で運動, 
食,タバコ等健康に関する
啓発を実施。一般市民を
対象とし，幅広いテーマ
についての啓発を行う。

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

健康づくりや運動に関するリ
ーフレットを作成し，伝えたい
ことに的を絞って実施した。ま
た，他課とも連携をし，それぞ
れの場を生かした啓発を行っ
た。
29年度も同様に行っていく。

増進計画の目標値達
成に近づける内容の
啓発を実施する。

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（身体活動・運動）

ー ー 1,430人 2,439人 2,173人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

生涯学
習部
スポー
ツ課

スポーツ施
設予約シス
テム

利用者の利便性を図る。 －
スポーツ施設利
用者数の増加

○ ○ ○ ○

スポーツ施設利用者数

スポーツ施設予約システムの
利用方法の周知，スポーツ大
会等の情報提供を行い，利用
者の利便性を図った。

スポーツ施設利用者数
の増加を図るため，シ
ステムを継続して運用
していく。

H24 H25 H26 H27 H28

766,845
人

783,387
人

859,519
人

838,827
人

888,964
人

生涯学
習部
スポー
ツ課

学校体育施
設開放

市民の地域におけるス
ポーツ活動の振興を図る
。

市内各小中学
校

利用者数の
増加

○ ○ ○ ○ ○

学校体育施設利用者数

平成28年度は管理指導員を
廃止し，総括管理責任者を全
校に置き，学校施設開放運営
委員会と各団体による自主的
運営を進める形とした。

管理体制や管理責任
を強化するため，総括
管理責任者を通して団
体との連携を図り，自
主的運営を進めていく
。
また，自主的運営を進
める中で，運営委員会
と各団体及び市の役
割を明確にしていく。

H24 H25 H26 H27 H28

458,066
人

334,952
人

354,612
人

355,702
人

345,890
人

生涯学
習部
スポー
ツ課

スポーツ推
進委員活動

地域スポーツの推進役と
して，日ごろスポーツをし
ない人への動機づけな
どを行い，スポーツ実施
率の向上を図る。

柏市スポーツ推
進委員協議会

参加者増加と
スポーツ実施率

の向上
○ ○ ○ ○ ○ ○

スポーツ推進委員活動参加者数

推進委員の募集をホームペ
ージや広報を活用し，委員を
増員及び活動の充実を図っ
た。平成29年度は委員の増
員についてＰＲを強化していく
。

市民のスポーツ活動を
更に推進していくた
め，委員の増員を図
り，スポーツ推進委員
の活動を更に充実させ
るよう支援していく。

H24 H25 H26 H27 H28

4,336人 2,876人 2,528人 3,002人 2,986人

生涯学
習部
スポー
ツ課

総合型地域
スポーツクラ
ブの育成

クラブが活動する拠点の
確保や運営のためのス
タッフの確保，クラブを知
ってもらうための広報活
動を支援する。

市内総合型地
域スポーツクラ
ブ

市内クラブの
会員数の増加

○ ○ ○ ○ ○

市内クラブ会員数

各団体の活動場所について
調整などを行うとともに広報
活動により参加者の募集を行
う。

会員数の増加を図るた
め，引き続き広報活動
により市内総合型地域
スポーツクラブの支援
をしていく。

H24 H25 H26 H27 H28

875人 1,131人 995人 1,315人 1,234人

生涯学
習部
スポー
ツ課

スポーツ教
室・講習会

スポーツへの参加を促
進するため，市主催の事
業の他体育協会や指定
管理者によるスポーツ教
室を開催する。

柏市体育協会
柏市スポーツ推
進委員協議会
他

参加者の増加 ○ ○ ○ ○ ○

スポーツ教室・講習会参加者数
平成28年度から「スポーツドリ
ームかしわ２０１６」を開催しス
ポーツを「する」きっかけづくり
の場を提供した。指定管理者
による自主事業では，「柏市
スポーツ施設情報誌」やホー
ムページ，広報などの媒体を
使い周知を図っている。

市民がスポーツに親し
むことができるよう，よ
り多くの機会を提供し
ていく。

H24 H25 H26 H27 H28

2,085人 3,024人 3,374人 5,383人 5,087人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
 実績値

（実施回数・参加者数･参加率等） 

 平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて 
 平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

生涯学
習部
スポー
ツ課

補助金の交
付

スポーツ団体に対し補助
金を交付することで，ス
ポーツ事業の充実を図る
。

柏市体育協会
柏市家庭婦人
スポーツ協会
スポーツ少年団

交付団体の
市民大会などの
参加者の増加

○ ○ ○

交付団体の市民大会などの参加者数

補助金の交付により，交付団
体主催による市民大会等の
事業が開催され，交付団体の
事業の充実が図られている。

引き続き補助金を交付
し，スポーツ事業の充
実を図っていく。

H24 H25 H26 H27 H28

35,809人 49,472人 46,021人 42,285人 48,204人

生涯学
習部
スポー
ツ課

新春マラソン
大会

市民を対象としたマラソ
ン大会を開催する。

柏市体育協会
柏市スポーツ推
進委員協議会
他

参加者の増加 ○ ○ ○

新春マラソン大会参加者数 平成28年度は，実行委員とし
て，実行委員会の運営に協力
した。
平成29年度は，子どもの参加
を促すための方策を実行委
員会で検討していく。

子どもや親子の参加を
促す広報活動を強化し
ていく。

H24 H25 H26 H27 H28

2,268人 中止 1,421人 1,529人  1,426人 

生涯学
習部
スポー
ツ課

手賀沼エコ
マラソン大会

市民の健康増進と街の
活性化，及び手賀沼の
浄化啓発を図る。

柏市体育協会
柏市スポーツ推
進委員協議会
他

参加者の増加 ○ ○ ○

手賀沼エコマラソン大会参加者数

平成28年度よりコースの一部
変更を行い，スタート時間差
の解消に努めた。
平成29年度は市民枠を1,000
名増加し，10,000人規模の大
会とする。

平成29年度で23回大
会を迎える。歴史と人
気がある大会であり，
参加者が増加するよう
引き続き努力していく。

H24 H25 H26 H27 H28

8,017人 7,768人 7,822人 7,997人 8,892人

生涯学
習部
中央公
民館

成人教育事
業
「いきいき健
康ライフ講座
（ウォーキン
グ）」

運動をとおして健康の増
進を図る方法を学ぶ

ウォーキングサ
ポート柏

運動することの
喜びや運動に
対する達成感を
味わう

○ ○ ○

いきいき健康ライフ講座参加者

H24 H25 H26 H27 H28

10 8 ７ ― ―

生涯学
習部
中央公
民館

成人教育事
業
「いきいき健
康ライフ講座
」

長寿社会の中で元気に
いきいきと過ごす手立て
を学ぶ

―

運動することの
喜びや運動に
対する達成感を
味わう

○ ○ ○

いきいき健康ライフ講座参加者

（28年度は，「身体活動・運動
」以外の内容で実施）
29年度は，身体を動かすきっ
かけとなるよう講座立案を行
っていく

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

― ― ― 28人 ―
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

学校教
育部
指導課

学校体育の
促進関連事
業

①「新体力テスト」の実施
市内小中学校児童生徒・
握力等計8項目

②「小学校体育授業サポ
ート事業」
小学校10校・特別支援学
級を中心とした体育の授
業支援

③「運動部活動指導者派
遣事業」
中学校運動部活動・専門
的な指導ができる運動部
活動指導者の派遣

千葉県小中学
校体育連盟柏
支部

①児童生徒の
体力向上

②支援を必要と
する児童の運動
への意欲・技能
の向上

③運動部活動
に加入している
生徒の意欲・技
能の向上

○ △

①全国平均を上回る項目 ①に関しては，多くの項目が
全国平均以上となっており，
一定の成果はあがっている
が，一方で瞬発力，持久力，
投力に関して課題が浮き彫り
になっている。次年度以降も
結果分析と対策を各校に周
知し，体力向上を目指したい
。
②に関しては，ＮＰＯの専門ス
タッフを配置している１０校か
ら高い満足度を得ている。し
かし，市内の大半の学校が配
置を要望しているが，１/３の
学校にしかスタッフを配置でき
ないのが現状である。よって，
配置が必要な学校を見極め，
適切な配置を行い，最大限の
効果があげらるよう運用して
いきたい。
③に関しては，外部指導者を
市内全中学校に配置している
。専門外の顧問も多くいるた
め，指導者からの専門的な指
導により，意欲・技能が向上し
ている事例が多数見受けられ
る。

①分析ソフトの活用に
よる綿密な実態把握と
好事例の周知により,
全国平均を上回る項
目６０％を目指す。

②継続して，該当校の
満足度１００％を目指
す。

③生徒の意欲・技能の
向上を図るとともに，安
全・安心な部活動運営
ができるよう，運動部
活動指導者への啓発
を行う。

H24 H25 H26 H27 H28

54.2% 62.5% 52.1% 47.9% 43.7%

②年間２１０時間の授業支援・
実施校の満足度

100% 100% 100% 100% 100%

③中学校運動部活動指導者派遣数

各校
2～5人　　　
計80人

各校
2～5人　　　
計80人

各校
2～5人　　　
計80人

各校
2～5人　　　
計80人

各校
3～5人　　　
計87人

学校教
育部
教育研
究所

幼児教育の
推進（柏市幼
児教育共同
研究）

幼児教育の今日的課題
をもとに，研究テーマ（運
動遊び）を設定し，教育
委員会と市内全幼稚園・
全保育園が共同で実践
研究を実施。

教育委員会
市内全幼稚園
市内全保育園

教職員の力量と
専門性の向上

幼児の体力・運
動能力の基礎
を培う

○

実施幼稚園数

平成28年度は運動遊びの充
実を重点に取り組んだ。
各園で子どもの実態等を把握
し，課題を抽出することで遊
びの中で楽しく多様な動きを
身につけることができるような
遊びを考え，実践した。

継続実施

H24 H25 H26 H27 H28

34園 33園 33園 33園 33園

実施幼稚園児数

5,804人 5,752人 5,633人 5,574人 5,336人

実施保育園数

38園 41園 51園 56園 63園

実施保育園児数

1,616人 1,733人 1,866人 2,013人 2,051人
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　（２）身体活動・運動に取り組みやすい環境づくり

　　③１日の歩行時間の増加

　　④地域活動やボランティア活動への参加意識向上

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（＊）

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

健康づくりや運動に関するリ
ーフレットを作成し，伝えたい
ことに的を絞って実施した。ま
た，他課とも連携をし，それぞ
れの場を生かした啓発を行っ
た。
29年度も同様に行っていく。

増進計画の目標値達
成に近づける内容の
啓発を実施する。

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（身体活動・運動）

H24 H25 H26 H27 H28

ー ー 1,430人 2,439人 2,173人

保健所
地域健
康づくり
課

地域ウォーク
（＊）

＜地域ウォーキング講座
＞
柏市民健康づくり推進員
が主催し，各地域で住民
同士の仲間づくりとウォ
ーキングをはじめるきっ
かけづくりを図る

＜手賀沼ふれあいウォ
ーク＞
歩くことが好きな市民を
増やす目的で開催する。

＜ウォーキングパスポー
ト＞
身近な運動である「歩くこ
と」が好きな市民が増
え，主体的・積極的な健
康づくりが進められるよ
う，ウォーキングパスポ
ートの活用促進を展開す
る。

柏市民健康づく
り推進員
市民ウォーキン
グ団体
千葉県ウォーキ
ング協会
我孫子市

・歩くことが好き
な市民が増える

・市民が運動を
始めるきっかけ
となる

○ ○ ○ ○ △

実施状況 ＜地域ウォーキング講座＞
柏市民健康づくり推進員が主
催し，各地域で住民同士の仲
間づくりとウォーキングを始め
るきっかけづくりをしている。

＜手賀沼ふれあいウォーク＞
当日早朝より荒天のため参加
者が大幅に減少した。
昨年度から，実施日を11月の
第三土曜日と固定したことか
ら，市民の意識付けが出来る
ような定番のイベントとなるよ
う，周知啓発を行実施する。
今後も引き続き，我孫子市等
関係機関と連携し実施してい
く。

＜ウォーキングパスポート＞
今年度より全面リニューアル
した。従来の配布場所は当課
の窓口のみであったが，市内
全近隣センターや窓口に配架
し市民が目にし，手に取りや
すい様にした。また内容も，刷
新し，到達歩数を低めに設定
。市民の達成感を高められる
ように工夫した。今年度発行
数の伸びを確認し，評価をし
ていく。

これまでの取り組みに
加え，市民の運動への
動機付けとなるような
媒体を作成する。

H24 H25 H26 H27 H28

地域ウォーキング講座実施回数

13回 18回 16回 12回 17回

地域ウォーキング講座参加者数

239人 274人 235人 251人 374人

手賀沼ふれあいウォーク実施回数

1回 1回 1回 1回 1回

手賀沼ふれあいウォーク参加者数

664人 773人 842人 1,189人 207人

ウォーキングパスポート発行数

110人 388人 597人 224人 123人

生涯学
習部
スポー
ツ課

スポーツ推
進委員活動
（＊）

地域スポーツの推進役と
して，日ごろスポーツをし
ない人への動機づけな
どを行
い，スポーツ実施率の向
上を図る。

柏市スポーツ推
進委員協議会

参加者増加と，
スポーツ実施率

の向上
○ ○ ○ ○ ○ ○

スポーツ推進委員活動参加者数
推進委員の募集をホームペ
ージや広報を活用し，委員を
増員及び活動の充実を図っ
た。平成29年度は委員の増
員についてＰＲを強化していく
。

市民のスポーツ活動を
更に推進していくた
め，委員の増員を図
り，スポーツ推進委員
の活動を更に充実させ
るよう支援していく。

H24 H25 H26 H27 H28

4,336人 2,876人 2,528人 3,002人 2,986人
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３．休養・こころの健康

　（１）睡眠等による十分な休養の確保

　　①睡眠による休養を十分にとれていない人の割合の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
保健予
防課

こころの病気
の啓発・普及
活動

〈出前講座〉
こころの健康について講
座形式で，正しい知識の
普及啓発を行う。

〈市民講座〉
講演会により，精神疾患
に関する正しい知識の普
及啓発を行う。

―

より多くの市民
が，こころの健
康や精神疾患
に関する正しい
知識を学ぶこと
ができる。

○ ○ ○ ○

出前講座参加者数
関係機関と連携や調整をし
た市民講座開催ができた。
出前講座は，開催数は増加
したが，延参加者数は減少
してしまった。平成29年度も
関係機関と連携を強化した
市民講座を企画していく。ま
た，出前講座はより多くの方
に参加していただくよう周知
を強化する。

継続

H24 H25 H26 H27 H28

延339人 延228人 延224人 延365人 延232人

市民講座参加者数

80人 － 53人 77人 74人

　（２）上手なストレス解消

　　②ストレスを感じた人の割合の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
福祉政
策課
福祉活
動推進
課

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025
（＊）

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しな
がら，健康づくり事業の
効果的な連動と地域を
基盤とした市民主体の活
動を推進

医師会，歯科
医師会，薬剤
師会，東京大
学，ふるさと
協議会，社会
福祉協議会，
民生委員児童
委員，柏市民
健康づくり推
進員，スポー
ツ推進委員，
東葛北部栄養
士会，リハビリ
テーション連
絡会，地域包
括支援センタ
ーなど

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

○ ○ ○

推進委員会実施回数 ・柏フレイル予防プロジェクト
2025推進委員会において，「
フレイル予防の概念の下，「
三位一体（栄養 ・ 運動 ・ 社
会参加）」の活動を通じた健
康で充実した生活を営める
健康長寿のまちを目指す」と
した目標を掲げ，フレイル予
防によるまちづくりの実現を
目指す。
・H29年度は引き続きフレイ
ルチェックを基盤として市民
の意識(気づき)，行動変容を
創出し，健康づくり・介護予
防の地域展開を図っていく。
・庁内連携体制については，
健康づくり業務庁内連絡会
等を活用し，施策の横断的
な具体連携を図っていく。

・フレイル予防による
まちづくりの実現を目
指し，柏市，地域活動
団体，職能団体が一
体，連動した活動を
実践していく。
・関係部署等の計画
との連動による一体
的な施策の実践を図
っていく。

H24 H25 H26 H27 H28

－ － － 1回 3回

保健所
保健予
防課

こころの病気
の啓発・普及
活動
（＊）

＜出前講座＞
こころの健康について講
座形式で，正しい知識の
普及啓発を行う。

＜市民講座＞
講演会により，精神疾患
に関する正しい知識の普
及啓発を行う。

―

より多くの市民
が，こころの健
康や精神疾患
に関する正しい
知識を学ぶこと
ができる。

○ ○ ○ ○

出前講座参加者数 関係機関と連携や調整をし
た市民講座開催ができた。
出前講座は，開催数は増加
したが，延べ参加者数は減
少してしまった。平成29年度
も関係機関と連携を強化し
た市民講座を企画していく。
また，出前講座はより多くの
方に参加していただくよう周
知を強化する。

継続

H24 H25 H26 H27 H28

延339人 延228人 延224人 延365人 延232人

市民講座参加者数

80人 － 53人 77人 74人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ 実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
保健予
防課

本人・家族の
相談・訪問支
援等

＜こころの健康相談＞
精神科嘱託医や職員に
よるこころの健康に関す
る相談。

―

精神的な問題を
抱えた本人や家
族を支援し，生
活の質の向上
を目指す。

○ ○ ○ ○

精神科医による相談数（回数）

精神科嘱託医や職員による
こころの健康相談を実施し，
関係機関と連携を図りなが
ら本人や家族支援ができた
。平成29年度も迅速かつ安
全な対応を目指し，関係機
関と調整を図っていく。

継続

H24 H25 H26 H27 H28

55件 65件 48件 46件 54件

職員による面談や訪問（延数）

1,682件 １,694件 1,288件 1,357件 1,636件

電話相談

5,890件 6,797件 7,248件 6,660件 7,570件

こども部
子育て
支援課

生涯学
習部
図書館

保健所
地域健
康づくり
課

ブックスター
ト事業

市民ボランティアが1歳6
か月健診の受診親子に
対し，親子の優しいこと
ばかけやふれあいが子
どもの心の成長や言葉
の発達に大切であり，絵
本を介することによりそう
いった時間や機会が持
ちやすくなること伝える。
親子で絵本を開く楽しい
体験をしていただき，絵
本をお渡ししている。

柏市ふれあい
ブックスタート
の会

・絵本を通じ，親
子のふれあい
や保護者の心
安らぐ時間をつ
くり，子どもの豊
かな心を育む
・ことばかけや
ふれあいによ
り，愛される経
験，守られてい
る経験を積み重
ねることが愛着
形成につなが
り，乳幼児の健
全な成長を図る
。

○ ○ ○ ○

 ブックスタート実施数 

平成28年度は，延べ617人
のボランティアが参加し，ブ
ックスタート事業を実施。（受
診者対象のうち99.7％がメッ
セージの受け取り）平成29
年度中に，受取者数5万組
達成となる事から，イベント
を検討する。今後も事業を
継続しながら，関係課及び
連携機関で事業のあり方を
協議検討していく。

平成29年度の協議検
討結果に基づき，平
成30年度の方向性を
決定する。

 H24  H25  H26  H27  H28 

3,421人 3,203人 3,354人 3,120人 3,407人

こども部
子育て
支援課

こども部
保育運
営課

地域子育て
支援拠点事
業

乳幼児及びその保護者
が相互の交流を行う場
所を開設し、子育てにつ
いての相談、情報の提供
、助言その他の援助を行
う事業（児童福祉法第６
条の３第６項に規定され
る事業）

子育て中の親
子の孤立や子
育てに対する不
安の減少。

○ ○

 地域子育て支援拠点事業
延利用者数 

平成28年度は南部地域に1
箇所新設した。また，はぐは
ぐ柏のページをリニューアル
し，アクセス数を大幅に増や
すことができた。平成29年度
は北部地域に１箇所新設を
予定しており，事業の拡充を
図る。

継続実施予定

 H24  H25  H26  H27  H28 

120,719
人

115,200
人

117,382
人

117,956
人

119,872
人

生涯学
習部
中央公
民館

高齢者教育
事業
かたくり学級

高齢者に積極的に学習
の場に参加してもらうた
め，多分野にわたり新鮮
な情報を提供し，健康で
明るい暮らしや生きがい
探しを支援する。

―

・生きがいづくり
や仲間づくり

・健康維持・増
進を図り，健康
で楽しい日々を
過ごせる

○

講座実施状況
講義と体験を組み合わせて
実施した。引きこもりがちな
高齢者の生活を，講座に出
向くことで様々なことに関心
を持ってもらい，生きがい探
しの支援を目的とした講座
である。29年度も引き続き実
施していく。

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

実施回数

5回 5回 5回 13回

参加者数

211人 157人 159人 364人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

生涯学
習部
中央公
民館

家庭教育事
業
家庭教育講
演会

子育て支援を目的とした
「柏市私立幼稚園協会」
との連携事業。直面する
課題をテーマに講演会を
実施。子ども・家族・自分
自身を見つめ直し，新た
な一歩を踏み出すきっか
けづくりを目指す。

柏市私立
幼稚園協会

子育て中の親
子の孤立や子
育てに対する不
安の解消

○

講座実施状況

子育て支援として，子どもの
発達段階に応じたかかわり
方についての学習は極めて
重要であることから，29年度
も継続して実施していく。

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

実施回数

1回 1回 1回 1回 1回

参加者数

320人 381人 262人 385人 234人

生涯学
習部
中央公
民館

地域づくり事
業
現代課題講
座

現代社会が抱える様々
な問題を専門的な視点
から掘り下げ，関心を高
める。

― 不安の解消 ○ ○ ○

講座実施状況

28年度は「老い支度」をテー
マに実施した。対象者によっ
て現代課題のテーマは変わ
るため，今後も継続して実施
していく。

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

実施回数

－ － － 1回 1回

参加者数

－ － － 77人 69人

～H27
生涯学
習部
沼南公
民館

H28～
中央公
民館

高齢者教育
事業
いきいきセミ
ナー

高齢者が健康でより充実
した豊かな人生を送るた
め地域の方々と交流を
深め,互いに学ぶことによ
り,良好な人間関係を築
き社会的能力を高め,め
まぐるしく移り変わる社
会に順応できる能力を養
う。

―

講座で学んだこ
とを，生活の中
で取り入れても
らい，健康で長
生きをする。

○

講座実施状況

受講者の意見を取り入れな
がら，生活に役立つ実技か
ら地域の歴史探訪まで，高
齢者の抱える課題解決を目
指し，多岐にわたる学習を
展開した。29年度も継続して
実施していく。

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

実施回数

5回 7回 8回 8回 8回

参加者数

104人 171人 211人 306人 280人

3



　（３）自殺予防対策　

　　③自殺者数の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
保健福
祉総務
課

自殺予防対
策事業

自殺者の減少を目的とし
て，各関係機関との情報
共有の場である自殺予
防対策連絡会議を開催

庁内関係部
局，医師会，
民生委員児童
委員協議会，
柏警察署，千
葉大学，柏商
工会議所，柏
労働基準監督
署，柏市社会
福祉協議会等

自殺者の減少 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自殺者数 自殺対策基本法の改正に伴
い，市町村にも自殺対策計
画の策定が義務付けられた
。
平成28年度は国から示され
たデータをもとに議論すべく
自殺予防対策連絡会議の
開催予定していたが，データ
が年度内に示されなかった
ことから今年度は開催を見
送った。なお平成29年度は2
回程度の開催を予定してい
る。

柏市自殺対策計画策
定のため，平成29年
度に引き続き会議を
開催していく。

H24 H25 H26 H27 H28

78人 73人 73人 68人 未確定

人口１０万人対率

19.3 18.0 17.9 16.4 未確定

保健福
祉部
保健福
祉総務
課

千葉県地域
自殺対策強
化事業費補
助金事業

普及啓発・相談事業・人
材育成・遺族支援・こころ
の健康づくり・医療連携
の各事業を柱として，一
次予防（事前予防）・二次
予防（危機対応）・三次予
防（事後対応）の観点か
ら対策を実施

庁内関係部
局，医師会，
民生委員児童
委員協議会，
柏警察署，千
葉大学，柏商
工会議所，柏
労働基準監督
署，柏市社会
福祉協議会等

自殺者の減少 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自殺者数

平成28年度は相談窓口案
内の冊子作成・配付，無料
相談事業，自殺予防ゲート
キーパー養成研修，自死遺
族支援事業を実施した。
平成29年度は上記に加え，
若年層向けの対策として自
殺予防ミュージカルを開催
し，一層の啓発に努める。

平成29年度に引き続
き事業を実施していく
。

H24 H25 H26 H27 H28

78人 73人 73人 68人 未確定

人口１０万人対率

19.3 18.0 17.9 16.4 未確定

保健所
保健予
防課

本人・家族の
相談・訪問支
援等
（＊）

＜こころの健康相談＞
精神科嘱託医や職員に
よるこころの健康に関す
る相談。

―

精神的な問題を
抱えた本人や家
族を支援し，生
活の質の向上
を目指す。

○ ○ ○ ○

精神科医による相談数（回数）

精神科嘱託医や職員による
こころの健康相談を実施し，
関係機関と連携を図りなが
ら本人や家族支援ができた
。平成29年度も迅速かつ安
全な対応を目指し，関係機
関と調整を図っていく。

継続

H24 H25 H26 H27 H28

55件 65件 48件 46件 54件

職員による面談や訪問（延数）

1,682件 1,694件 1,288件 1,357件 1,636件

電話相談

5,890件 6,797件 7,248件 6,660件 7,570件
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（※）

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づ
くり推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

健康づくりに関するリーフレ
ットを作成し，伝えたいことに
的を絞って実施した。また，
他課とも連携をし，それぞれ
の場を生かした啓発を行っ
た。
29年度は休養・こころをテー
マとした啓発を関係部署と
連携を図り，推進していく。

・増進計画の目標値
達成に近づける内容
の啓発を行っていく

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（休養・こころの健康）

H24 H25 H26 H27 H28

ー ー 500人 0人 0人

学校教
育部
生徒指
導室

不登校児童
生徒の支援
事業

市内の小中学校で，何ら
かの要因による不登校
状態の児童生徒を対象
に行う支援事業。本人の
自立を促すとともに，学
校復帰を目指すため，学
習支援や訪問活動を行
っている。

ー
不登校児童生
徒の減少

○ ○

適応指導教室学習相談室入室入級者数 　不登校の背景に，貧困・虐
待等家庭環境の問題が絡
んでいるケースも少なくない
。Ｈ２８年度からＳＳＷを３名
学習相談室に配置し，アウト
リーチ型の支援を行ってい
る。
　今年度は，１名増員し，４
名体制をとり，より学校現場
との連携を強め，不登校児
童生徒の支援を行っていく。
　また，ＳＳＷ同士の情報の
共有・連携を図るため，定期
的に連絡会を設けることとし
ている。

　　家庭や学校だけで
不登校の問題を抱え
ることにならないよ
う，ＳＳＷへの相談体
制を確立する。
　これまで２年間の活
動を評価し，より学校
が活用しやすいＳＳ
Ｗの勤務体系，配置
場所を検討する。

H24 H25 H26 H27 H28

－ － － 70人 63人

教育相談件数（電話）

－ － － 2,616件 2,944件

教育相談件数（来室・訪問等）

－ － － 790件 881件

教育相談件数（家庭訪問）

－ － － 987件 781件
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４．喫煙
　（１）喫煙・受動喫煙が及ぼす健康影響に関する知識の普及

　　①喫煙率の減少

　　②喫煙・受動喫煙が及ぼす健康影響に関する認識をもつ成人の割合の増加

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

タバコ対策

・柏ノースモッ子作戦協
議会会議
・禁煙補助剤体験事業
・柏ノースモッ子作戦出
張講座
・タバコ講演会
・乳幼児保護者向けリー
フレット作成

・医師会
・歯科医師会
・薬剤師会
・タバコ問題を
考える会・千
葉
・学校
・PTA
・私立幼稚園
協会
・商工会議所
・主任児童委
員
・柏市民健康
づくり推進員

・禁煙をする市
民が増える

・喫煙する市民
が減る

・学校の周囲で
喫煙する大人が
減る

・タバコの害や
受動喫煙につい
て正しい認識を
持つ大人の増
加

○ ○ ○ ○ ○

禁煙補助剤体験者数

・実施後のアンケートでの禁
煙継続率が半数に留まって
いる。また，事後アンケート
にて禁煙支援薬局を知らな
いと答える割合が高く，禁煙
薬局の周知効果は薄い。
・アンケート返送率が低いこ
とや，２２年度からの継続事
業であり対象者限定されて
いると考えられることから事
業の効果検討および内容の
見直しが必要である。
・２９年度郵送アンケートで
返送がない方へは電話での
アンケートを実施。
・乳幼児保護者向けの啓発
チラシを，市内保育園(全年
長児)，市内幼稚園(全年長
児)，１歳６か月健診，３歳児
健診にて配布。

・アンケート結果により禁
煙補助剤体験事業方法
の検討
・啓発リーフレットを継続し
て配布。たばこの害や受
動喫煙について正しい知
識を持てるよう効果的な
方法の啓発を検討してい
く。

H24 H25 H26 H27 H28

239人 203人 64人 115人 119人

出張講座実施校数

27校 29校 18校 16校 14 校

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（※）

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づ
くり推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

健康づくりやたばこに関する
リーフレットを作成し，伝えた
いことに的を絞って実施した
。また，他課とも連携し，そ
れぞれの場を生かした啓発
を行った。
29年度も同様に行っていき
たい。

・増進計画の目標値
達成に近づける内容
の啓発を行っていく

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（喫煙）

- - 1,681人 50人 900人

1



　（２）受動喫煙の防止

　　③受動喫煙の機会を有する人の割合の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

タバコ対策
（※）

・柏ノースモッ子作戦協
議会会議
・柏ノースモッ子作戦出
張講座
・タバコ講演会
・禁煙・分煙ありがとう店
登録店制度
・乳幼児保護者向けリー
フレットの作成，配布
・「たばこの煙困りました
カード」の設置

・医師会
・歯科医師会・
薬剤師会
・タバコ問題を
考える会・千
葉
・商工会議所
・環境サービ
ス課
・地域支援課

受動喫煙による
健康被害の減
少

○ ○ ○ ○ ○ ○

禁煙分煙ありがとう店登録店

「禁煙分煙ありがとう店」の
実態調査を実施およびＨＰ
にて店舗の周知，「たばこの
煙困りましたカード」の作
成，市役所内，市内産婦人
科等に設置を行った。２９年
度も継続して実施していく。

国の動向と合わせ，
受動喫煙による被害
減少に向けた事業方
法の検討。

H24 H25 H26 H27 H28

230店 223店 171店 93 店 98店

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（＊）

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づ
くり推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

健康づくりやたばこに関する
リーフレットを作成し，伝えた
いことに的を絞って実施した
。また，他課とも連携し，そ
れぞれの場を生かした啓発
を行った。
29年度も同様に行っていき
たい。

・増進計画の目標値
達成に近づける内容
の啓発を行っていく

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（喫煙）

- - 1,681人 50人 900人

環境部
環境サ
ービス
課

ぽい捨て等
防止事業

啓発看板・路面シール・
横断幕の設置等の啓発
を行い，路上喫煙等防止
を推進し，ぽい捨てごみ
を減少させる。

―
ぽい捨てごみ，
路上喫煙・歩行
喫煙者の減少。

△ ○ ○ △

過料徴収件数

　路面シールのデザイン変
更，柏駅前アナウンスを小
学生の声に変更するととも
に，市民に聞こえやすいよう
に方向転換を行った。また，
安全面や費用面を考慮し，
試験的に電柱広告を取り入
れたが，柏駅周辺の一部分
のみであるため，今後さらな
る導入を検討。

市内各駅周辺におけ
るぽい捨てごみ減少
及び経費削減と効果
的な啓発及びパトロ
ールの継続

H24 H25 H26 H27 H28

301件 326件 169件 275件 155件
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　（３）禁煙の支援

　　④禁煙達成率

　　⑤成人の禁煙外来における保険適用に関する認知率

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

タバコ対策
（※）

・禁煙補助剤体験事業
・禁煙外来をHPで公開

・薬剤師会
・医師会

禁煙する市民が
増える

○ ○ ○

禁煙補助剤体験者数
・実施後のアンケートでの禁
煙継続率が半数に留まって
いる。また，事後アンケート
にて禁煙支援薬局を知らな
いと答える割合が高く，禁煙
薬局の周知効果は薄い。
・アンケート返送率が低いこ
とや，２２年度からの継続事
業であり対象者限定されて
いると考えられることから事
業の効果検討および内容の
見直しが必要である。
・２９年度郵送アンケートで
返送がない方へは電話での
アンケートを実施。

・アンケート結果によ
り事業方法の検討

H24 H25 H26 H27 H28

239人 203人 64人 115人 119人

・禁煙外来をHPで公開
・禁煙補助剤体験申し込
み者に一覧を渡す
・柏市国保特定健診受診
者へ啓発

・柏市医師会
・保険年金課

身近な医療機
関で保険による
禁煙指導が受
けられることを
知ることができ
る

○ ○ ○

市内禁煙外来実施医院数

・禁煙外来をＨＰで公開
・柏市特定健診受診者へ啓
発
・２９年度は，禁煙支援機関
マップを作成し，市民へ周知

・禁煙を希望する市
民が禁煙につながる
ようなサポート体制の
充実
・禁煙支援機関マップ
の配布等を通して禁
煙支援機関を市民へ
広く周知する。

H24 H25 H26 H27 H28

25件 25件 26件 33件 29件

3



　（４）未成年者の喫煙防止

　　⑥喫煙経験率

　　⑦喫煙願望率

　　⑧周囲で喫煙する大人の存在率

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

タバコ対策
（※）

・柏ノースモッ子作戦出
張講座実施
・柏ノースモッ子新聞発
行
・小中学校タバコに関す
るアンケート

・小中学校
・学校保健課

・小中学生の喫
煙経験率が減
る
・小中学生の「タ
バコがかっこい
いと思う」割合
が減る
・タバコの害に
ついて正しく知
ることができる

○ ○

出張講座実施校数
・薬物乱用防止教室や他の出
前講座と合わせて禁煙教育を
実施している学校が多いことか
ら，禁煙教育の実施状況の把
握が課題。
・小学校４年生から中学校３年
生を対象に各学年に合わせた
「柏ノースモッ子新聞」を発行。
・学校保健課よりノースモッ子
新聞の活用状況について確認
および積極的周知の啓発。今
後新しいデータへ更新する。

学校保健課と連携し，
禁煙教育の実施状況
の把握及び子どもたち
が正しい選択をできる
ようなアプローチの継
続

H24 H25 H26 H27 H28

27校 29校 18校 16校 14校

・柏ノースモッ子作戦出
張講座実施
・柏ノースモッ子新聞発
行
・小中学校タバコに関す
るアンケート
・乳幼児保護者向けリー
フレットの作成，配布

・小中学校
・学校保健課
・幼稚園協会

・タバコの害に
ついて正しく知
る大人が増える
・禁煙する大人
が増える

○ ○ ○

出張講座実施校数

・公立保育園年長児，私立
幼稚園年長児，幼児健診で
保護者に向けて受動喫煙の
リーフレットを配布した。２９
年度も継続して配布する。

たばこの害や正しい
知識を持てるよう効
果的な啓発を行う。

H24 H25 H26 H27 H28

27校 29校 18校 16校 14校

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（＊）

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づ
くり推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

健康づくりやたばこに関する
リーフレットを作成し，伝えた
いことに的を絞って実施した
。また，他課とも連携し，そ
れぞれの場を生かした啓発
を行った。
29年度も同様に行っていき
たい。

前年度と同様の取り
組みに加え，喫煙者
に禁煙についての啓
発を行う。

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（喫煙）

ー ー 1,681人 50人 900人

4



５．飲酒

　（１）過度の飲酒が及ぼす健康影響及び適度な飲酒に関する知識の普及

　　①「生活習慣病のリスクを高める飲酒量」の認識率の増加

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（※）

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施述数（全数）

アルコールに関するリーフレ
ットを作成し，伝えたいことに
的を絞って実施した。また，
他課とも連携し，それぞれの
場を生かした啓発を行った。
29年度も同様に行っていき
たい。

同様に実施

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（飲酒）

H24 H25 H26 H27 H28

- - 0人 580人 1,200人

　（２）健康被害のリスクを高める飲酒習慣の防止

　　②毎日飲酒・多量飲酒する人の割合の減少

　　③妊婦の飲酒率の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
保健予
防課

本人・家族の
相談・訪問支
援等
（※）

〈アルコール相談〉
精神科医師や職員によ
るアルコールに関する相
談。
〈アルコール・デイケアク
ブ〉
アルコール依存者を対象
に酒害教育やミーティン
グを通し新たなライフスタ
イルの形成を図る。
〈アルコール家族教室〉
アルコール問題を抱える
家族を対象に，講義やミ
ーティングをとおして依
存症の理解を図り，家族
の健康度を高める。
〈酒害教室〉
アルコール依存者や家
族を対象に，ミーティング
を通して，酒害や自助グ
ループの効果を学び，ア
ルコール依存からの回
復を図る。
〈HAPPYプログラム　個
別・集団〉
アルコール減酒のため
のプログラムを実施し，
適正飲酒を目指す。

柏断酒新生会

より多くの市民
がアルコール依
存症や関連問
題について学習
し，依存症や家
族の回復を図る
ことができる。

○ ○ ○ ○

アルコール相談
精神科医による相談延数

アルコール減酒のためのプ
ログラムとして，HAPPYプロ
グラム（個別・集団〉の実施
を本格的に開始。アルコー
ル事業について関係機関へ
の啓発を強化したため，ア
ルコール相談件数は昨年度
より増加したが，アルコール
家族教室・酒害教室参加者
は減少した。平成２９年度
は，酒害や自助グループの
効果を広く伝え，アルコール
家族教室・酒害教室参加者
増加をめざし，一人でも多く
の方がアルコール依存から
回復できるようにする。アル
コール・デイケアクラブは平
成29年度は終了し，フォロー
アップ実施予定。

継続

H24 H25 H26 H27 H28

9件 10件 11件 11件 12件

アルコール相談
職員による面談や訪問延数

401件 359件 106件 184件 228件

アルコール・デイケアクブ
参加者延数

207人 182人 118人 60人 77人

アルコール家族教室
参加者延数

44人 36人 71人 81人 79人

酒害教室参加者延数

284人 289人 233人 246人 181人

1



　（３）未成年者の飲酒防止

　　④未成年者の飲酒経験率の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（＊）

イベント等の中で運動, 
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行う
。

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 △ △ △

啓発実施述数（全数）

アルコールに関するリーフレ
ットを作成し，伝えたいことに
的を絞って実施した。また，
他課とも連携をし，それぞれ
の場を生かした啓発を行っ
た。
29年度も同様に行っていき
たい。

同様に実施

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（飲酒）

H24 H25 H26 H27 H28

- - 0人 580人 1,200人

2



６．歯・口腔の健康

　（１）歯・口腔の健康づくりに関する知識の普及

　　①３歳児でむし歯がない人の割合の増加

　　②１２歳児のDMF歯数の減少

　　③歯肉炎を有する（歯周疾患要観察者を含む）人の割合の減少

　　④40歳で喪失歯のない人の割合の増加

　　⑤進行した歯肉炎（CPI指数３以上）を有する人の割合の減少

　　⑥60歳代における咀しゃく良好者の割合の増加

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，
今後の課題と考察及び平成29年

度の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

子育て支援
事業（母と子
のつどい）

妊婦，1歳６月児くらいま
での乳幼児と保護者を
対象に，市内２０地域で
実施
歯・口腔に関するワンポ
イント啓発，歯科相談

柏市民健康づ
くり推進員

・甘味食品や飲
料を習慣化する
児の割合の減
少
・歯みがき（仕上
みがき）の習慣
化
・かかりつけ歯
科医を持ってい
る割合の増加

○ △

つどい参加者数（歯科の回のみ）

・口腔の健康づくりを家族ぐ
るみで取り組むため，フッ化
物応用やかかりつけ歯科医
づくり等情報提供を行ってい
る。

・1歳6か月児健診問診票よ
り,フッ化物配合歯磨き剤の
使用が51.7%と増加傾向であ
るため，引き続き母と子のつ
どいでの具体的な啓発を実
施する。

・マイナス１歳から歯・
口腔の健康づくりを
家族全体で取り組め
るよう，引き続き正し
い情報提供を行って
いく。

H24 H25 H26 H27 H28

6,543人 6,710人 6,189人 6,600人 5,762人

保健所
地域健
康づくり
課

２歳の歯☆
ピカランド及
びフッ化物歯
面塗布事業

＜歯☆ピカ＞
2歳児の親子を対象に食
生活を含むむし歯予防
の啓発及び歯みがき指
導

＜フッ化物＞
2.6歳対象に医療機関に
てフッ化物歯面塗布によ
るむし歯予防事業（無料
受診券全対象者郵送）

柏歯科医師会
柏市医師会

・フッ化物配合
歯みがき剤の利
用率の増加
・かかりつけ歯
科医を持つ者の
増加
・定期健診を受
ける者の増加

○ △

3歳児健診受診状況

・歯☆ピカランドにおけるフッ
化物配合歯みがき剤の使用
は78.4％，定期健診受診者
割合も19.3％と僅かに増加
している。
・歯☆ピカランドの受診率
42.0％，フッ化物歯面塗布事
業受診率47.9％と微増であ
るものの50％に届いていな
い。歯☆ピカランド参加者の
満足度は高いことから，引き
続き参加率増加につながる
周知方法や必要性の啓発
方法検討を行う。

・各事業への参加を
促す啓発内容・方法
を検討し，受診率向
上につなげる。

H24 H25 H26 H27 H28

対象者数

3,810人 3,791人 3,699人 3,566人 3,674人

歯科受診者数

3,344人 3,400人 3,292人 3,231人 3,313人

健歯者率

79.3% 82.7% 81.0% 80.5% 83.7%

1



所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，
今後の課題と考察及び平成29年

度の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

母子歯科保
健事業「歯っ
ぴいカムカム
かしわっ子
作戦！！」

＜地域における依頼の
健康教育＞
子育て支援センター，地
域サロンにおいて，「育
児講座」として地域の乳
幼児をもつ保護者を対象
にむし歯予防の啓発及
び歯みがき指導
＜幼稚園・保育園等での
歯みがき指導＞
保育園，幼稚園の園児を
対象に食生活を含むむし
歯予防の啓発及び歯み
がき指導
依頼に応じて，保護者へ
もむし歯予防の啓発を実
施

保育運営課
公立保育園
私立保育園
私立幼稚園
柏歯科医師会

・歯みがき（仕上
みがき）の習慣
化
・かかりつけ歯
科医を持つ者の
増加
・定期健診を受
ける者の増加

○ △

依頼の健康教育（母子）実施件数 ・「出張歯みがき指導」のPR
により，実施園数が増加して
いる。各園においてむし歯予
防を意識した昼食後の歯み
がき習慣のきっかけづくりに
もつながってる。
・H29年度も新規申込みが２
園増え，現在26園から依頼が
きている。育児講座の依頼も
３園きており，児のみでなく保
護者の健康づくり支援の機会
にもなっている。
・保育園・幼稚園における歯・
口腔の健康づくりを推進して
いく方策の一つとして，園児
の健康管理を担う看護師（保
健師）育成がある。「歯みがき
指導実施マニュアル」を見直
し「歯・口の健康づくり指導者
マニュアル」を作成する。また
保育運営課主催看護師研修
会において情報発信を行い
指導者育成の一歩とする。

・引き続き，依頼の健
康教育を実施しつ
つ，指導者育成のた
めの取り組みも行う。

H24 H25 H26 H27 H28

3件 10件 8件 6件 9件

実施者数

88人 264人 193人 137人 260人

巡回歯みがき指導実施園数

12園 30園 39園 37園 40園

巡回歯みがき指導実施者数

1,806人 2,997人 3,056人 3,062人 2,822人

小学校，中学校の児童，
生徒を対象に食生活を
含むむし歯，歯周病予防
の啓発及び歯みがき指
導
依頼に応じて，保護者へ
もむし歯，歯周病予防の
啓発を実施

学校保健課
小学校
中学校
柏歯科医師会

・給食後の歯み
がき習慣の徹底
・食後の歯みが
き習慣の徹底
・フッ化物配合
歯みがき剤の利
用率の増加
・定期健診を受
ける者の増加

○ △

実施校数（他学年の依頼校）
・H27年度よりモデル校３校
を選定。学校，学校歯科医
と連携強化を図り，各学校
の課題に沿った支援を実施
。歯・口腔の健康づくりに関
する意識向上につなげるこ
とができた。モデル校３校で
の取り組みはH28年度で終
了するが，モデル校で取り
組んだ内容を必要に応じて
各学校で実施していく。ま
た，３者連携強化を希望する
学校に対しては，引き続き支
援を行っていく。

・学校，学校歯科医，
児童，生徒，保護者
に対し，保健所より適
切な情報発信を行う
ことで，歯・口腔の健
康づくりにつなげる。

H24 H25 H26 H27 H28

23校 30校 33校 31校 31校

他学年依頼の健康教育実施者数

2,084人 2,559人 2,916人 3,116人 2.619人

12歳児の健歯者率

44.2% 50.2% 51.4% 61.9% 59.4%

12歳児のDMF歯数

1.49本 1.28本 1.19本 0.84本 0.99本

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（※）

イベント等の中で運動, 
食,タバコ等健康に関する
啓発を実施。一般市民を
対象とし，幅広いテーマ
についての啓発を行う。

庁内関係各課

柏市民健康づ
くり推進員

各種団体及び
企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）

歯や口腔に関するリーフレッ
トを作成し，伝えたいことに
的を絞って実施した。また，
他課及び関係機関と連携を
し，それぞれの場を生かした
啓発を行った。
29年度も同様に行っていき
たい。

同様に実施

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（歯・口腔の健康）

- - 150人 1,801人 2,156人

2



所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，
今後の課題と考察及び平成29年

度の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

学校教
育部
学校保
健課

健康診断事
業

＜定期歯科健診＞
学校医による，全校児童
生徒のう歯・歯肉・歯列
等の健診

＜歯みがき指導＞
保健所歯科衛生士によ
る全小学校１年生を対象
とした歯みがき指導(学
校保健課で日程・人数調
整)

学校歯科医

 保健所

12歳児のDMF
歯数の減少

歯肉炎を有する
人の割合の減
少

○ ○

定期歯科健診状況
定期健康診断を各校で4～6
月に実施。CO(要観察
歯）,GO(歯周疾患要観察者）
に関して，秋冬の継続健診
を実施している学校もある
(18/62校）。
歯みがき指導に関しても各
学校が積極的な取り組みを
図っているところであり，小
学1年生以外の学年も希望
により保健所歯科衛生士に
よる歯みがき指導を実施し
ている(小学校：25/42校）(中
学校：3/20校）。

柏歯科医師会では，
学校歯校医が研修会
等を実施している（現
在，学校歯科医マニ
ュアル第３版まで改
訂され，それに基づ
き，各校で検診が実
施されている。（今
後，養護教諭向けの
マニュアルも配布予
定。）目標値達成に向
け，保健所歯科衛生
士，学校歯科医，養
護教諭の連携強化の
働きかけを図る。

H24 H25 H26 H27 H28

受診者数

3,319人 3,270人 3,326人 3,273人 3,268人

12歳児のDMF歯数

1.49本 1.28本 1.19本 0.84本 0.99本

保健所
地域健
康づくり
課

歯周病検診
事業

対象者（満30，40，50，60
歳）に個人通知を行い，
委託医療機関にて歯周
ポケット測定等の歯周疾
患検診を実施する。

柏歯科医師会

30・40歳におけ
る喪失歯のない
人の割合増加

30・40歳の進行
した歯肉炎を有
する人の割合減
少

○ ○

喪失歯のない人の割合（30歳）
平成28年度は国の歯周病
検診マニュアル改定に伴
い，それに基づいた問診票
に沿って検診を実施した。
課題の１つであった受診期
間については検討し，平成
29年度より，誕生月検診方
式を廃止し，2ヶ月間であっ
た受診期間を約8ヶ月とする
ことでより受診しやすい条件
整備を実施した。
平成29年度以上についても
対象者がより受診しやすい
環境づくりや受診意欲向上
のための課題を認識し，優
先順位をつけて取り組んで
いく。

働く世代の歯周病予
防を推進するために
職域との連携及び母
子保健における保護
者世代に対する啓発
の強化を図る

H24 H25 H26 Ｈ27 H28

93.3% 87.3% 85.6% 84.7% 88.9%

喪失歯のない人の割合（40歳）

80.1% 74.9% 73.3% 72.3% 75.2%

進行した歯肉炎（CPI指数３以上）を有する人
の割合（30歳）

51.5% 45.3% 55.4% 54.0% 57.3%

進行した歯肉炎（CPI指数３以上）を有する人
の割合（40歳）

57.6% 53.6% 58.0% 60.1% 62.9%
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，
今後の課題と考察及び平成29年

度の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
地域医
療推進
課

訪問口腔衛
生指導事業
補助金

・訪問口腔衛生指導の実
施
・医療機関（病院・歯科医
院等）との連絡調整
・一般市民への啓発事業
・地域包括支援センタ
ー，介護保険事業者等
の従事者説明及び講演
会の実施等への補助事
業

柏歯科医師会

・在宅療養者が
治療及び口腔
ケアを受けるこ
とにより，口腔
機能を維持し，
生活の質の向
上を図る。

・市民が，在宅
療養状態になっ
ても，安心して
歯科治療を受け
ることができる
環境整備。

○

訪問口腔衛生指導（訪問口腔ケア）を実施し
た方の口腔機能向上 28年度に歯科介護支援セン

ターの歯科衛生士が実施し
た訪問口腔ケア実施件数は
232件であった。また，口腔
ケアの啓発活動は13回実施
できた。多職種との連携会
議への参加や研修会の開
催により，多職種からの相
談が増加している。また，口
腔ケアの実施により，誤嚥
性肺炎の予防につながるケ
ースも多く，在宅療養者の
QOLの向上に寄与した。
29年度も多職種との連携強
化充実を支援し，口腔ケア
の実施数の増加を図る。ま
た，特区制度による歯科衛
生士事務所との位置づけの
整理を検討する。

特区歯科衛生士事務
所の課題を整理しな
がら，将来的には歯
科介護支援センター
との合流が可能とな
るように検討を行う。

H24 H25 H26 H27 H28

80% 70% 80% 80% 80%
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　（２）定期的な歯科健康診査の受診勧奨

　　⑦過去１年間に歯科健康診査を受診した人の割合（成人）の増加

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
地域医
療推進
課

特殊歯科診
療事業支援
事業

一般的な診療が難しい
障害児・者，高齢者等に
診療を行う特殊歯科診
療所の運営に対し補助
金を交付

柏市医療公社

柏歯科医師会

一般診療が難し
い方本人及び
家族の負担軽
減。生活の質向
上

○ ○ ○ ○ ○ ○

患者数 28年度については，特殊歯
科診療所として一定程度定
着したためか，前年度を上
回る患者総数となり，年間で
10回以上の診察を受けた再
診患者数も100人以上であっ
た。29年度も，継続的に歯
科医師会と連携した周知活
動を支援する。
また，歯科医師会からの依
頼で柏市予防衛生事業の一
環として３施設の障害者支
援施設歯科健診に協力した
。障害者施設のニーズ調査
など，治療が必要な患者の
把握と具体的な対応方法を
医療公社をはじめ，柏歯科
医師会及び庁内関係各課と
共に検討する。

障害者歯科保健・医
療の取り組みの一環
として，障害福祉課・
地域健康づくり課・柏
歯科医師会と連携を
図り，必要な方が適
切な医療を受けられ
るような体制づくりを
働きかける。

H24 H25 H26 H27 H28

2,540人 3,206人 3,241人 3,822人 4,194人

保健所
地域健
康づくり
課

歯周病検診
事業（※）

対象者（満30，40，50，60
歳）に個人通知を行い，
委託医療機関にて歯周
ポケット測定等の歯周疾
患検診を実施する。

柏歯科医師会

過去１年間に歯
科健康診査を
受診した人の割
合増加

△ △ ○ ○

過去１年間に歯科健康診査を
受診した人の割合（成人）

平成28年度は国の歯周病
検診マニュアル改定に伴
い，それに基づいた問診票
に沿って検診を実施した。
課題の１つであった受診期
間については検討し，平成
29年度より，誕生月検診方
式を廃止し，2ヶ月間であっ
た受診期間を約8ヶ月とする
ことでより受診しやすい条件
整備を実施した。
平成29年度以上についても
対象者がより受診しやすい
環境づくりや受診意欲向上
のための課題を認識し，優
先順位をつけて取り組んで
いく。

働く世代の歯周病予
防を推進するために
職域との連携及び母
子保健における保護
者世代に対する啓発
の強化を図る

H24 H25 H26 Ｈ27 H28

全体

25.0% 28.0% 24.4% 23.0% 29.3%

30歳

26.0% 21.5% 18.8% 23.3% 25.8%

40歳

21.9% 25.4% 23.7% 31.1% 31.1%

50歳

29.1% 30.2% 19.6% 24.6% 28.1%

60歳

― 36.4% 35.2% 35.8% 31.8%
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，
今後の課題と考察及び平成29年

度の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

口腔衛生大
会補助金

柏歯科医師会が主催す
る地域歯科保健医療啓
発の一環。
・各種コンクール実施，
表彰
・口腔がん検診
・市民向け口腔啓発企画
等への補助事業

柏歯科医師会
教育委員会

歯や口腔の健
康づくりに関心
を持ち，主体的
に取り組む市民
が増える。

△ ○ ○ △ △ ○

口腔衛生大会参加者数

身近な地域での口腔の健康
づくりに関する啓発を積極的
に実施し，啓発の場を広げ
た。
毎年6月に実施していた口
腔衛生大会も第28回となっ
た平成28年度の大会を以っ
て終了し，さらに地域に根ざ
した啓発活動の強化を図る
こととしている。

歯科医師会，地域，
行政等が連携し，効
果的かつ効率的に口
腔に関する健康づくり
の啓発強化及び対象
者のニーズに合わせ
た情報提供に努める

H24 H25 H26 H27 H28

1,635人 1,924人 928人 1,289人 1,903人

保健所
地域健
康づくり
課

かしわ歯科
相談室

歯・口腔の健康に関して,
歯科医師・歯科衛生士が
個別の相談に応じ，必要
な指導及び助言を行う。

柏歯科医師会
歯・口腔の健康
に関する不安の
軽減

○ ○ ○ ○ ○ ○

かしわ歯科相談室利用者数

歯科医院での受診中の限ら
れた時間では確認すること
ができない治療内容や疑問
等に関する確認及び解決の
場として利用しているケース
が多く見られる。
歯科に関する相談機関のひ
とつとして，今後も多くの市
民が活用できるよう周知を
行っていく。

利用者のニーズに応
じた対応や，より専門
性の高い医療機関へ
の紹介を行う

.

H24 H25 H26 H27 H28

64人 91人 77人 78人 74人
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　（３）歯・口腔の健康づくりのための環境整備

　　⑧歯や口の状態に関する満足度（成人）

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

歯周病検診
事業
（※）

対象者（満30，40，50，60
歳）に個人通知を行い，
委託医療機関にて歯周
ポケット測定等の歯周疾
患検診を実施する。

柏歯科医師会
歯や口の状態
に満足している
人の割合増加

△ △ ○ ○

口腔内の満足度についてほぼ満足している人の割合

平成28年度は国の歯周病
検診マニュアル改定に伴
い，それに基づいた問診票
に沿って検診を実施した。
課題の１つであった受診期
間については検討し，平成
29年度より，誕生月検診方
式を廃止し，2ヶ月間であっ
た受診期間を約8ヶ月とする
ことでより受診しやすい条件
整備を実施した。
平成29年度以上についても
対象者がより受診しやすい
環境づくりや受診意欲向上
のための課題を認識し，優
先順位をつけて取り組んで
いく。

働く世代の歯周病予
防を推進するために
職域との連携及び母
子保健における保護
者世代に対する啓発
の強化を図る

H24 H25 H26 H27 H28

全体

32.0% 33.9% 32.0% 32.1% 33.8%

30歳

30.8% 38.7% 27.7% 32.3% 35.1%

40歳

25.4% 35.1% 34.5% 31.4% 32.7%

50歳

29.7% 28.3% 28.6% 31.0% 31.4%

60歳

－ 28.3% 35.2% 34.2% 36.3%

保健所
地域健
康づくり
課

かしわ歯科
相談室
（＊）

歯・口腔の健康に関して,
歯科医師・歯科衛生士が
個別の相談に応じ，必要
な指導及び助言を行う。

柏歯科医師会
歯・口腔の健康
に関する不安の
軽減

○ ○ ○ ○ ○ ○

かしわ歯科相談室利用者数
歯科医院での受診中の限ら
れた時間では確認すること
ができない治療内容や疑問
等に関する確認及び解決の
場として利用しているケース
が多く見られる。
歯科に関する相談機関のひ
とつとして，今後も多くの市
民が活用できるよう周知を
行っていく。

利用者のニーズに応
じた対応や，より専門
性の高い医療機関へ
の紹介を行う

.

H24 H25 H26 H27 H28

64人 91人 77人 78人 74人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健福
祉部
福祉政
策課

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025
（＊）

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しな
がら，健康づくり事業の
効果的な連動と地域を
基盤とした市民主体の活
動を推進

医師会，歯科
医師会，薬剤
師会，東京大
学，ふるさと
協議会，社会
福祉協議会，
民生委員児童
委員，柏市民
健康づくり推
進員，スポー
ツ推進委員，
東葛北部栄養
士会，リハビリ
テーション連
絡会，地域包
括支援センタ
ーなど

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

○ ○ ○

推進委員会実施回数

・柏フレイル予防プロジェクト
2025推進委員会において，「フ
レイル予防の概念の下，「三位
一体（栄養 ・ 運動 ・ 社会参
加）」の活動を通じた健康で充
実した生活を営める健康長寿
のまちを目指す」とした目標を
掲げ，フレイル予防によるまち
づくりの実現を目指す。
・H29年度は引き続きフレイル
チェックを基盤として市民の意
識(気づき)，行動変容を創出
し，健康づくり・介護予防の地
域展開を図っていく。
・庁内連携体制については，健
康づくり業務庁内連絡会等を
活用し，施策の横断的な具体
連携を図っていく。

・フレイル予防による
まちづくりの実現を目
指し，柏市，地域活動
団体，職能団体が一
体，連動した活動を
実践していく。
・関係部署等の計画
との連動による一体
的な施策の実践を図
っていく。

H24 H25 H26 H27 H28

－ － － 1回 3回

保健福
祉部
福祉活
動推進
課

フレイル予防
事業
（※）

主に高齢者に対するフレ
イル（介護予防）事業の
うち，口腔機能や嚥下を
テーマとしたプログラム
について，歯科医師，歯
科衛生士，言語聴覚士
等が講座を行う。

柏歯科医師
会，柏歯科介
護センター，
柏市在宅リハ
ビリテーション
連絡会，地域
包括支援セン
ターなど

市民の意識・行
動変容（口腔機
能の改善）

〇 〇

フレイル予防講座（口腔）の参加者数

柏フレイル予防プロジェクト
2025推進委員会と連動し，
平成28年度より取り組みを
開始した。
オーラルフレイルの概念及
び口腔機能プログラムにつ
いて，平成29年度も引き続
き実施していく。

介護予防の拠点施設
である介護予防セン
ターのほか，市内全
域に展開できるよう，
地域包括支援センタ
ー主催の教室や出前
講座等においても実
施する。

H24 H25 H26 H27 H28

介護予防センター主催の教室

― ― ― ― 378人

フレイル予防出前講座

― ― ― ― 285人

地域包括支援センター主催の教室

― ― ― ― 208人

市民生
活部
保険年
金課

お口のクリー
ニング事業

18歳以上の国保加入者
と後期高齢者を対象に，
保健事業利用券を活用
した歯の付着物の除去，
健康相談，衛生指導等

柏歯科医師会

歯・口腔の健康
状態の改善，生
活習慣病の予
防

○ ○ ○

お口のクリーニング利用者数 平成19年度から開始した事
業で，健康講座の実施等に
より年々利用者は増加して
いる。
平成28年度は健診結果で血
糖値が高い人約230人に利
用勧奨し，利用と受診につ
ながった。
平成29年度も継続実施予定
。

継続実施予定

H24 H25 H26 H27 H28

617人 687人 845人 1,044人 1,190人
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７．糖尿病

　（１）若い世代からの糖尿病の発症予防と重症化予防

　　①糖尿病の指摘を受けた人の割合の減少

　　②メタボリックシンドローム［内臓脂肪症候群］の該当者及び予備群該当者の割合（40歳以上）の減少

　　③ヘモグロビンA1cが6.1％（NGSP値6.5％）以上の人の割合の減少

　　④じん臓機能障害による身体障害者手帳１級所持者数の減少

　　⑤糖尿病医療費（国民健康保険　1月あたりの総点数）の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

市民生
活部
保険年
金課

柏市国民健
康保険特定
健康診査・特
定保健指導

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，6ヵ月間の生活習慣
改善のための特定保健
指導を実施。

・柏市医師会
・ちば県民保健
予防財団
・人間ドック，脳
ドック実施医療
機関
・ＪＡ（ちば東葛，
東葛ふたば，い
ちかわ）
・千葉県厚生農
業共同組合連
合会
・沼南商工会
・柏商工会議所

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

○ ○

特定健康診査受診率

メタボリックシンドローム該
当者及び予備群の割合は
男性の60歳代以上で増加し
ていることから，通知や電話
で特定保健指導の利用勧奨
を行い，指導実施率は向上
した。
平成28年度は，健診実施医
療機関及び特定保健指導
の指導担当者を対象に腎臓
病専門医による研修会を実
施し，慢性腎臓病（ＣＫＤ）対
策を推進した。
健診から早期にＣＫＤのリス
クの高い人を見つけ，かかり
つけ医と腎専門医が連携し
て治療にあたることができる
よう体制の調整を図ってきた
。
平成29年度から腎専門基幹
病院を設け，腎専門医への
紹介の流れなどの体制を整
え実施する。

医療機関や衛生部門
等，関係部署との連
携により更に生活習
慣病の発症，重症化
予防の取り組みを推
進する。

H24 H25 H26 H27 H28

38.2% 40.0% 40.8% 42.0%
11月1日
以降確定

特定保健指導実施率

18.3% 18.9% 15.0% 20.1% 同上

メタボリックシンドローム該当者の割合

男性
23.6%

23.6% 24.2% 25.4% 同上

女性
7.5%

7.2% 7.3% 7.6% 同上

メタボリックシンドローム予備群の割合

男性
17.8%

17.4% 17.3% 17.3% 同上

女性
5.8%

5.8% 6.2% 6.0% 同上

ヘモグロビンA1ｃが6.1％(NGSP値で
6.5％以上の人の割合

7.7% 7.8% 7.7% 7.7% 同上

1



所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

市民生
活部
保険年
金課

国保　保健
事業利用費
助成事業
（18歳から39
歳の健診）

18歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間8枚交付（1枚1,000
円相当）。18歳から39歳
の健診事業，はり等施術
事業，お口のクリーニン
グ事業に利用できる。18
歳から39歳の健診事業
は26年度からの新規事
業。受診希望者に対し受
診券を発行し，特定健診
と同様の健診を実施する
。

柏市医師会

被保険者の健
康の保持増進
若い世代からの
生活習慣病予
防

○

18歳から39歳の健診実施状況

平成27年度に比べ28年度は
郵送による受診勧奨を行っ
たことにより利用者が大幅
に増加した。
３年目の事業なので，市民
周知及び受診勧奨を行うこ
とにより，更なる利用拡大を
狙い，若年層からの生活習
慣病予防対策として実施し
ていきたい。

18歳から39歳の健診
の周知に努め，受診
者数の増加を図る。

健診結果で生活習慣
病のリスクのある対
象者に対し，保健指
導及び医療機関受診
勧奨を推進する。

H24 H25 H26 H27 H28

受診券発行数

未実施 未実施 72人 83人 237人

受診者数

未実施 未実施 42人 53人 158人

保健所
成人健
診課

柏市健康診
査
（無保険者）

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

柏市医師会

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

○ ○

受診者数

無保険者に対し，健康診査
を実施した。平成29年度も
同様に継続実施している。

平成30年度も同様に
継続予定である。

※本事業は，健康診
査が目的の第一であ
る。対象者の特性か
ら，フォローも慎重に
進めていく必要があ
る。

H24 H25 H26 H27 H28

132人 145人 210人 224人 239人

保健所
地域健
康づくり
課

柏市地域栄
養相談シス
テム

生活習慣病等で治療中
の市民が，かかりつけ医
の紹介により，市内の病
院で管理栄養士の栄養
指導が受けられるシステ
ム。かかりつけ医での治
療及び適切な食事療法
を継続し，生活習慣病の
重症化予防を図る。

柏市医師会
病院栄養士協
議会(柏地区)

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

○ ○ ○

利用者数(延べ数)

病院栄養士協議会(柏地区)
の協力により，塩分やエネ
ルギーを控えたレシピを載
せたリーフレットを作成。裏
面には当システムの案内を
掲載し，必要な市民が利用
できるよう診療所等に配布
し，周知を図っている。
また，H28年度から柏市国保
の特定健診記録票に当シス
テム利用のチェック欄を設け
た。医療機関での食事指導
が必要な受診者に対し，医
師の判断のもと，利用を促し
ている。

当システムを必要な
市民が利用できるよう
関係部署，関係機関
と連携し引き続き周
知を図る。また，食に
関する関係団体の協
力を得ながら効果的
にレシピを配布し，減
塩やエネルギーを控
えるコツ，当システム
の紹介を行う事がで
きるようにする。

H24 H25 H26 H27 H28

63人 101人 109人 98人 225人

2



　（２）定期的な健康診査の受診

　　⑥柏市国民健康保険特定健康診査の受診率（法定報告）の増加

　　⑦柏市国民健康保険特定保健指導の実施率（法定報告）の増加

　　⑧糖尿病の指摘を受けたが，放置している人の割合の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

市民生
活部
保険年
金課

柏市国民健
康保険特定
健康診査・特
定保健指導
（＊）

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，6ヵ月間の生活習慣
改善のための特定保健
指導を実施。

・柏市医師会
・ちば県民保健
予防財団
・人間ドック，脳
ドック実施医療
機関
・ＪＡ（ちば東葛，
東葛ふたば，い
ちかわ）
・千葉県厚生農
業共同組合連
合会
・沼南商工会
・柏商工会議所

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

○ ○

特定健康診査受診率

健診未受診者の過去の健
診受診履歴や医科レセプト
の状況をもとに，対象者の
特定に応じた受診勧奨を実
施し，受診率が上昇した。平
成29年度も継続実施の予定
。
特定保健指導対象者への
指導利用勧奨を積極的に行
い，実施率が向上した。

医療機関や衛生部門
等，関係部署との連
携により更に生活習
慣病の発症，重症化
予防の取り組みを推
進する。

H24 H25 H26 H27 H28

38.2% 40.0% 40.8% 42.0%
11月1日
以降確定

特定保健指導実施率

18.3% 18.9% 15.0% 20.1% 同上

メタボリックシンドローム該当者の割合

男性
23.6%

23.6% 24.2% 25.4% 同上

女性
7.5%

7.2% 7.3% 7.6% 同上

メタボリックシンドローム予備群の割合

男性
17.8%

17.4% 17.3% 17.3% 同上

女性
5.8%

5.8% 6.2% 6.0% 同上

ヘモグロビンA1ｃが6.1％(NGSP値で
6.5％以上）の人の割合

7.7% 7.8% 7.7% 7.7% 同上

市民生
活部
保険年
金課

国保　保健
事業利用費
助成事業
（18歳から39
歳の健診）
（＊）

18歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間8枚交付（1枚1,000
円相当）。18歳から39歳
の健診事業，はり等施術
事業，お口のクリーニン
グ事業に利用できる。18
歳から39歳の健診事業
は26年度からの新規事
業。受診希望者に対し受
診券を発行し，特定健診
と同様の健診を実施する
。

・柏市医師会

被保険者の健
康の保持増進
若い世代からの
生活習慣病予
防

○

18歳から39歳の健診実施状況

平成28年度は郵送による受
診勧奨を行ったことにより利
用者が大幅に増加した。
平成29年度も継続実施の予
定。

18歳から39歳の健診
の周知に努め，受診
者数の増加を図る。

健診結果で生活習慣
病のリスクのある対
象者に対し，保健指
導及び医療機関受診
勧奨を推進する。

H24 H25 H26 H27 H28

受診券発行数

未実施 未実施 72人 83人 237人

受診者数

未実施 未実施 42人 53人 158人
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
成人健
診課

柏市健康診
査
（無保険者）
（＊）

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

柏市医師会

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

○ ○

受診者数

無保険者に対し，健康診査
を実施した。平成29年度も
同様に継続実施している。

平成30年度も同様に
継続予定である。

※本事業は，健康診
査が目的の第一であ
る。対象者の特性か
ら，フォローも慎重に
進めていく必要があ
る。

H24 H25 H26 H27 H28

132人 145人 210人 224人 239人
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８．循環器疾患

　（１）若い世代からの循環器疾患の発症予防と重症化予防

　　①循環器疾患の指摘を受けた人の割合の減少

　　②循環器疾患による死亡者数の減少

　　③循環器疾患医療費（国民健康保険　１月あたりの総点数）の減少

　　④LDLコレステロールが140mg/dl以上の人の割合（40歳以上）の減少

　　⑤収縮期血圧が140mmHg以上の人の割合（40歳以上）の減少

　　⑥拡張期血圧が90mmHg以上の人の割合（40歳以上）の減少

　　⑦【再掲】メタボリックシンドローム［内臓脂肪症候群］の該当者及び予備群該当者の割合（40歳以上）の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

市民生
活部
保険年
金課

柏市国民健
康保険特定
健康診査・特
定保健指導
（※）

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，6ヵ月間の生活習慣
改善のための特定保健
指導を実施。

・柏市医師会
・ちば県民保
健予防財団
・人間ドック，
脳ドック実施
医療機関
・ＪＡ（ちば東
葛，東葛ふた
ば，いちかわ）
・千葉県厚生
農業共同組合
連合会
・沼南商工会
・柏商工会議
所

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

○ ○

特定健康診査受診率(再掲)

血圧，脂質等の有所見者の
医療機関での受診確認と，
通知や電話による受診勧奨
を実施し，約80%の受診につ
ながった。今後も継続実施
の予定。

医療機関や衛生部門
等，関係部署との連
携により更に生活習
慣病の発症，重症化
予防の取り組みを推
進する。

H24 H25 H26 H27 H28

38.2% 40.0% 40.8% 42.0%
11月1日
以降確定

特定保健指導実施率（再掲）

18.3% 18.9% 15.0% 20.1% 同上

LDLコレステロールが140mg/dl以上の人の
割合（40歳以上）

男性
26.1%

27.4% 27.5% 28.3% 同上

女性
35.8% 36.2% 33.3% 37.2% 同上

収縮期血圧が140mmHg以上の人の割合
（40歳以上）

男性
27.5%

26,8% 27.2% 27.0% 同上

女性
22.2% 22.2% 21.8% 22.6% 同上

拡張期血圧が90mmHg以上の人の割合
（40歳以上）

男性
15.1%

15.1% 15.8% 15.6% 同上

女性
8.5%

8.8% 8.5% 9.3% 同上
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

市民生
活部
保険年
金課

国保　保健
事業利用費
助成事業
（18歳から39
歳の健診）
（＊）

18歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間8枚交付（1枚1,000
円相当）。18歳から39歳
の健診事業，はり等施術
事業，お口のクリーニン
グ事業に利用できる。18
歳から39歳の健診事業
は26年度からの新規事
業。受診希望者に対し受
診券を発行し，特定健診
と同様の健診を実施する
。

・柏市医師会

被保険者の健
康の保持増進
若い世代からの
生活習慣病予
防

○

18歳から39歳の健診実施状況

平成28年度は郵送による受
診勧奨を行ったことにより利
用者が大幅に増加した。
平成29年度も継続実施の予
定。

18歳から39歳の健診
の周知に努め，受診
者数の増加を図る。
健診結果で生活習慣
病のリスクのある対
象者に対し，保健指
導及び医療機関受診
勧奨を推進する。

H24 H25 H26 H27 H28

受診券発行数

未実施 未実施 72人 83人 237人

受診者数

未実施 未実施 42人 53人 158人

保健所
成人健
診課

柏市健康診
査
（無保険者）
（＊）

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

柏市医師会

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

○ ○

受診者数

無保険者に対し，健康診査
を実施した。平成29年度も
同様に続実施している。

平成30年度も同様に
継続予定である。

※本事業は，健康診
査が目的の第一であ
る。対象者の特性か
ら，フォローも慎重に
進めていく必要があ
る。

H24 H25 H26 H27 H28

132人 145人 210人 224人 239人

保健所
地域健
康づくり
課

柏市地域栄
養相談シス
テム
（＊）

生活習慣病等で治療中
の市民が，かかりつけ医
の紹介により，市内の病
院で管理栄養士の栄養
指導が受けられるシステ
ム。かかりつけ医での治
療及び適切な食事療法
を継続し，生活習慣病の
重症化予防を図る。

柏市医師会
病院栄養士協
議会(柏地区)

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

○ ○ ○

利用者数(延数)

病院栄養士協議会(柏地区)
の協力により，塩分やエネ
ルギーを控えたレシピを載
せたリーフレットを作成。裏
面には当システムの案内を
掲載し，必要な市民が利用
できるよう診療所等に配布
し，周知を図っている。
また，H28年度から柏市国保
の特定健診記録票に当シス
テム利用のチェック欄を設け
た。医療機関での食事指導
が必要な受診者に対し，医
師の判断のもと，利用を促し
ている。

当システムを必要な
市民が利用できるよ
う関係部署，関係機
関と連携し引き続き
周知を図る。また，食
に関する関係団体の
協力を得ながら効果
的にレシピを配布し，
減塩やエネルギーを
控えるコツ，当システ
ムの紹介を行う事が
できるようにする。

H24 H25 H26 H27 H28

63人 101人 109人 98人 225人
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　（２）定期的な健康診査の受診

　　⑧【再掲】柏市国民健康保険特定健康診査の受診率（法定報告）の増加

　　⑨【再掲】柏市国民健康保険特定保健指導の実施率（法定報告）の増加

　　⑩循環器疾患の指摘を受けたが，放置している人の割合の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期

市民生
活部
保険年
金課

柏市国民健
康保険特定
健康診査・特
定保健指導
（＊）

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，6ヵ月間の生活習慣
改善のための特定保健
指導を実施。

・柏市医師会
・ちば県民保
健予防財団
・人間ドック，
脳ドック実施
医療機関
・ＪＡ（ちば東
葛，東葛ふた
ば，いちかわ）
・千葉県厚生
農業共同組合
連合会
・沼南商工会
・柏商工会議
所

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

○ ○

特定健康診査受診率(再掲)

健診未受診者の過去の健
診受診履歴や医科レセプト
の状況をもとに，対象者の
特定に応じた受診勧奨を実
施し，受診率が上昇した。平
成29年度も継続実施の予定
。
特定保健指導対象者への
指導利用勧奨を積極的に行
い，実施率が向上した。

医療機関や衛生部門
等，関係部署との連
携により更に生活習
慣病の発症，重症化
予防の取り組みを推
進する。

H24 H25 H26 H27 H28

38.2% 40.0% 40.8% 42.0%
11月1日
以降確定

特定保健指導実施率（再掲）

18.3% 18.9% 15.0% 20.1% 同上

LDLコレステロールが140mg/dl以上の人の
割合（40歳以上）

男性
26.1% 27.4% 27.5% 28.3% 同上

女性
35.8%

36.2% 33.3% 37.2% 同上

収縮期血圧が140mmHg以上の人の割合
（40歳以上）

男性
27.5% 26,8% 27.2% 27.0% 同上

女性
22.2% 22.2% 21.8% 22.6% 同上

拡張期血圧が90mmHg以上の人の割合
（40歳以上）

男性
15.1% 15.1% 15.8% 15.6% 同上

女性
8.5% 8.8% 8.5% 9.3% 同上
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所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今
後の課題と考察及び平成29年度

の取り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

市民生
活部
保険年
金課

国保　保健
事業利用費
助成事業
（18歳から39
歳の健診）
（＊）

18歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間8枚交付（1枚1,000
円相当）。18歳から39歳
の健診事業，はり等施術
事業，お口のクリーニン
グ事業に利用できる。18
歳から39歳の健診事業
は26年度からの新規事
業。受診希望者に対し受
診券を発行し，特定健診
と同様の健診を実施する
。

・柏市医師会

被保険者の健
康の保持増進
若い世代からの
生活習慣病予
防

○

18歳から39歳の健診実施状況

平成28年度は郵送による受
診勧奨を行ったことにより利
用者が大幅に増加した。
平成29年度も継続実施の予
定。

18歳から39歳の健診
の周知に努め，受診
者数の増加を図る。
健診結果で生活習慣
病のリスクのある対
象者に対し，保健指
導及び医療機関受
診勧奨を推進する。

H24 H25 H26 H27 H28

受診券発行数

未実施 未実施 72人 83人 237人

受診者数

未実施 未実施 42人 53人 158人

保健所
成人健
診課

柏市健康診
査
（無保険者）
（＊）

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

柏市医師会

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

○ ○

受診者数

無保険者に対し，健康診査
を実施した。平成29年度も
同様に続実施している。

平成30年度も同様に
継続予定である。

※本事業は，健康診
査が目的の第一であ
る。対象者の特性か
ら，フォローも慎重に
進めていく必要があ
る。

H24 H25 H26 H27 H28

132人 145人 210人 224人 239人
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９．がん

　（１）がんの発症を防ぐための生活習慣等に関する知識の普及

　　①がんによる死亡者数の減少

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
総務企
画課

がん対策

・がん対策検討会議（議
員および庁内関係部署，
がん診療連携拠点病院）
の開催
・議会への事業報告　　　　　　　　　　
・保健衛生審議会への報
告

庁内関係部局
がん診療連携
拠点病院
医師会など

「柏市がん対策
基本条例」に基
づき関係機関と
の連携のもと，
がん対策を効果
的かつ効率的
に推進

○ ○ ○ ○ ○ ○

がん対策検討会議実施状況
・がん対策検討会議は４回実
施した。がん診療連携拠点病
院２ヶ所に加え平成２８年度
から千葉県がん診療連携協
力病院１ヶ所も参加し，関係
部署との情報共有を図った。
平成２９年度は，会議回数に
こだわらず，テーマを絞ったコ
アメンバーによる勉強会や会
議を実施する予定。
・平成２８年度はがんサポー
トハンドブックの大幅な改定
を行い，情報の充実を図った
。

平成29年度中に第3
期のがん対策基本計
画が策定されること
から，それに沿った柏
市での取り組みを検
討していく。

H24 H25 H26 H27 H28

4回 4回 4回 3回 ４回

保健所
保健予
防課

保健所
成人健
診課

肝炎ウイル
ス検査

柏市民で，これまで肝炎
ウイルス検査を受けたこ
とがなく，他で検査を受
ける機会のないかた，感
染を心配するリスク行為
があったかたを対象に検
査を実施。

柏市医師会

肝炎ウイルス感
染を早期に発見
し，適切な検査・
治療へつなぐこ
とで，肝硬変や
肝がんへの進
行による重症化
を防ぐ

○ ○ ○ ○

肝炎ウイルス検査実施数

40～80歳の５歳刻みの年齢
に個別勧奨を行った。

継続実施

H24 H25 H26 H27 H28

1,444 人 1,182 人 7,685 人 7,333 人 6,725 人

保健所
成人健
診課

新たなステ
ージに入った
がん検診の
総合支援事
業（無料検
診）

特定の年齢のかたに無
料クーポン，検診手帳
（啓発用）を送付し，該当
するがん検診について，
無料で受診することがで
きる。
対象となるがん検診は，
大腸，乳，子宮頸がん検
診。

精密検査未受診者に対
する受診勧奨通知及び
特定の年齢に達する対
象者への受診勧奨を行
う。

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
医療センター

がん検診を受け
るきっかけとし
て，今まで受診
したことがない
人が受診するこ
とで，受診率向
上に寄与する。

○ ○

クーポン利用率 子宮頸がん及び乳がん無料
検診は，新規対象者とH25・
26年度で実施したコールリコ
ール事業により把握した未受
診者について，対象年齢に無
料クーポン券を発行した。平
成29年度は新規対象者のみ
（子宮頸がん：20歳，乳がん
40歳）と変更された。

また，精密検査未受診者に
対する受診勧奨及び特定の
年齢に達する対象者への受
診勧奨について継続する。

国の方針に応じて実
施しているため，国の
動きを把握しながら実
施していく。

H24 H25 H26 H27 H28

大腸がん

12.8% 14.1% 9.6% 7.6% 廃止

乳がん

28.6% 25.3% 9.5% 16.0% 12.0%

子宮頸がん

23.0% 18.1% 8.1% 11.3% 4.6%

保健所
成人健
診課

成人健診事
業（健康づく
り普及・啓
発）

がん検診登録勧奨，が
ん予防の啓発を目的に，
各種媒体を利用，特定の
年齢・転入者等には個別
通知。
モデル地域を設定し，健
康講座の実施など重点
的に普及啓発活動を行
っている。

ふるさと協議
会
柏市医師会
庁内関係部署
専門医療機関

新規登録者数
の増加 △ ○ ○ ○

新規登録者数（延人数） 第一生命株式会社と「健康づ
くりに係る包括連携協定」を
締結し，リーフレット「かしわ
健康メッセージ」を発行した。
千葉県と共催でがん予防展，
がん講演会を実施した。関係
機関のイベントにおけるブー
ス出展や高校生対象の健康
教育，市内大学及び専門学
校への子宮頸がんリーフレッ
ト設置を行っており，平成29
年度も継続する。

若い世代への普及啓
発活動を積極的に行
っていく。

H24 H25 H26 H27 H28

23,546人 29,077人 26,129人 27,493人 26,100人
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　（２）がん検診の受診

　　②胃がん検診受診率の増加

　　③大腸がん検診受診率の増加

　　④子宮がん検診受診率の増加

　　⑤乳がん検診受診率の増加

　　⑥結核・肺がん検診受診率の増加

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

平成28年度取り組みの成果，今後
の課題と考察及び平成29年度の取

り組みについて
平成30年度の方向性 委員の評価・アドバイス

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

保健所
地域健
康づくり
課

啓発事業
（※）

イベント等の中で運
動,食，タバコ等健康に関
する啓発を実施。一般市
民を対象とし，幅広いテ
ーマについての啓発を行
う。

庁内関係各
課，柏市民健
康づくり推進
員，各種団体
及び企業関係

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュレ
ーションアプロ
ーチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

啓発実施者数（全数）
健康づくりやたばこするリーフ
レットを作成し，伝えたいこと
に的を絞って実施した。また，
他課とも連携をし，それぞれ
の場を生かした啓発を行った
。
29年度も同様に行っていきた
い。

継続して取り組む

H24 H25 H26 H27 H28

- - 6,109人 5,235人 4,869人

啓発実施者数（がん）

H24 H25 H26 H27 H28

- - 924人 50人 900人

保健所
成人健
診課

がん検診

「がん検診重点健康教育
及びがん検診の実施の
ための指針」（厚生労働
省）に基づき，胃，大腸，
結核・肺，乳，子宮の各
がん検診の実施。

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
医療センター

各がんの早期
発見，早期治療
に結びつける。

△ ○ ○

がん検診受診率
減少：胃がん検診，大腸がん
検診
増加：子宮頸がん検診，乳が
ん検診，肺がん検診
受診率が増加している子宮
頸がん，肺がん検診につい
て，年度途中の未受診者に
再勧奨通知を行った。
平成29年度から乳がん検診
の視触診検査を廃止した。
国の指針に合わせ，胃がん
検診の胃内視鏡検査導入，
乳がん検診の逐年から隔年
検診への移行及び40歳代の
検査内容変更（マンモグラフィ
1方向から2方向，超音波検
査導入）に向け，柏市医師会
と話し合いを進めている。

胃がん検診（胃内視
鏡検査導入）及び乳
がん検診（隔年検診
への移行及び40歳代
の検査内容変更）の
制度改正を行う予定
。その他の検診にお
いても，国の動向を注
視しながら継続実施
する。

H24 H25 H26 H27 H28

胃がん検診

11.9% 11.1% 10.3% 9.8% 9.3%

大腸がん検診

19.3% 19.4% 18.6% 19.9% 18.1%

子宮頸がん検診

23.3% 20.5% 29.5% 26.3% 28.4%

乳がん検診

29.6% 28.3% 29.1% 29.4% 30.7%

結核・肺がん検診

16.5% 16.0% 15.1% 15.8% 16.0%

保健所
成人健
診課

新たなステ
ージに入った
がん検診の
総合支援事
業（無料検
診）
（＊）

特定の年齢のかたに無
料クーポン，検診手帳
（啓発用）を送付し，該当
するがん検診について，
無料で受診することがで
きる。
対象となるがん検診は，
大腸，乳，子宮頸がん検
診。

精密検査未受診者に対
する受診勧奨通知及び
特定の年齢に達する対
象者への受診勧奨を行
う。

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
医療センター

がん検診を受け
るきっかけとし
て，今まで受診
したことがない
人が受診するこ
とで，受診率向
上に寄与する。

○ ○

クーポン利用率 子宮頸がん及び乳がん無料
検診は，新規対象者とH25・
26年度で実施したコールリコ
ール事業により把握した未受
診者について，対象年齢に無
料クーポン券を発行した。平
成29年度は新規対象者のみ
（子宮頸がん：20歳，乳がん
40歳）と変更された。

また，精密検査未受診者に
対する受診勧奨及び特定の
年齢に達する対象者への受
診勧奨について継続する。

国の方針に応じて実
施しているため，国の
動きを把握しながら実
施していく。

H24 H25 H26 H27 H28

大腸がん

12.8% 14.1% 9.6% 7.6% 廃止

乳がん

28.6% 25.3% 9.5% 16.0% 12.0%

子宮頸がん

23.0% 18.1% 8.1% 11.3% 4.6%
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